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中の坊遺跡



例 言

ー 本書は、三重県松阪市目田町字中の坊に所在する、中の坊遺跡（なかのぼういせき）の発掘調在報告

書である。

2
 
本書は、平成8年度農業甚盤整備事業に係る埋蔵文化財発掘調脊報告書の第2分冊である。

3
 
調査にかかる費用は、その一部を国庫補助を受けて三重県教育委員会が、他を三重県農林水産部と

地元松阪市が負担した。

4
 
調査および整理の体制は以下の通りである。

調脊主体

調壺担当

三重県教育委員会

三重県埋蔵文化財センター 調査第一課 主事 伊藤裕之

石淵誠人

管理指導課

整理担当 三重県埋蔵文化財センター 調査第一課・管理指導課

足立純子、有川芳子、石橋秀美、井村浩子、柿原清子、川口愛、楠純子、倉田由起子、

臨時技術補助員

研修員 林 義巳

小林桂代子、

中山豊子、

須賀幸枝、

西田衣里、

杉原泰子、

西村秋子、

武村千春、

長谷いずみ、

田中美樹、

八田明美、

豊田幸子、

浜崎佳代、

中川章世、

早川陽子、

松本春美、松月浩子、三谷朱美、森島公子、柳田敬子

5
 
調脊にあたっては、三重県農林水産部農地整備課、松阪農林事務所、松阪市教育委員会、漕代上地

改良区、松阪市漕代地区市民センターおよび地元の方々からご協力を頂いた。

6
 
遺構の実測は、調査担当者の他、三菫県埋蔵文化財センター調査第一課の前川嘉宏、木野本和之、

日栄智子、高田恵理子が行った。

7
 
本書の執筆は伊藤、石淵が分担して行い、 目次に明記した。全体の編集、写真撮影は伊藤が行った。

8
 
本書の方位は、真北を用いた。なお、磁北方位は、西偏6度20分（平成3年、国土地理院）である。

，
 

本書で用いた遺構表示記号は、下記の通りである。

SH=竪穴住居 SE=井戸 SK=士坑 SD=溝 SA=士塁

10 本書で報告した記録及び出士遺物は、三重県埋蔵文化財センターで保管している。

11 題字は、鈴木恵理子氏の揮豪による。

12 スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率は、 スケールバーを参照ください。
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ー 前 言

1 . 調査の契機

中の坊遺跡は，松阪市目田町字中の坊に所在する

遺跡である。平成8年度県営ほ場整備事業（漕代地

区）に伴う試掘調査を、平成8年3月7日、 7月18

日に行った結果、事業地内の21,800m2にわたり、古

2. 

(1) 

調査の経緯

調査経過概要

調査範囲は、 A地区,....__,E地区の5地区に分かれる。

調査期間は、平成8年8月19日から同年11月22日ま

でである。

調査に参加して頂いたのは、松阪市漕代地区在住

の方々である。ここに御名前を記し、お礼申し上げ

たい。

岡田茂男、奥井久雄、阪井正、田所輝男、西田昌之、

青木キョ、奥田松代、久保田ハナ、田所きぬ子、

中井志づ、中井俊子、中西美奈子、中村せい子、

中村みちょ、前田きみ子、脇田房子

(2) 調査日誌（抄）

8月7日

8月9日

8月19日

8月20日

8月21日

8月22日

8月26日

現地協議

A地区、柿の木の伐採。

A地区、伐根・表土除去。猛暑。

A地区、表土除去。検出面がはっきりせ

ず、西側にトレンチを入れる。中央部から

台付甕出土。再度、下げる。レベル移動。

A地区、表土除去終了。

作業員初日。淡黄褐色粘質土が検出面。

溝数条確認。緑釉陶器・ロクロ土師器が

出土。

9月2日 久々に作業実施。 SD7より中世土器。

9月3日 西側トレンチより台付甕が出土。

9月4日 漕代幼稚園が現場見学。

9月5日 SH15から焼土・灰とともに小型丸底壷

がほぼ完存で5個体出土する。

連日の大雨で、調査区は完全に水没。水9月10日

墳時代および中世の遺跡が広がっていることが確認

された（第3図）。そこで松阪農林事務所との協議

の結果、工事によって破壊される部分(1,300rriりに

ついて本調査を行うことになった。

9月11日

9月18日

9月19日

9月20日

9月24日

9月25日

9月27日

10月1日

10月4日

10月7日

10月8日

10月9日

10月15日

10月17日

10月21日

10月22日

10月23日

中ポンプをフル稼働。

SD7の石組は残存度が芳しくなく除去。

D•E地区の表土除去。

D•E地区の表土除去終了。 A地区の北

端より、大量の土師器皿・鍋出土。

A地区全景写真。台風への防備固める。

D地区、遺構・遺物、ほとんどなし。

D•E地区コーナーより、大量の古式土

師器。焼土も混じるが、かなり下がる見込

み。

A地区の遺構実測を並行して実施。

E地区、 SD7より、ロクロ土師器。

A地区遺構実測終了。 E地区コーナ一部

分、焼土と灰との互層状態が深く続く。排

土搬出が困難になる。

B地区の表土除去。明赤褐色粘質土が南

北に走る。北部分に土器が集中して見つか

る。コンテナ2箱。

B地区、表土除去終了。排水溝掘削中に

軒平瓦出土。

B地区のSD51は、壁面観察より土塁状

の高まりであることを確認。 SAに変更。

大雨で全地区水没。復旧には数日要す。

SD56から大量の土師器皿・鍋出土。 A

地区のSD7と同規模の溝か。

B地区にベルコン設置。

B地区、 SK66から、土師器高杯が次々

と出土。一方、 E地区の掘削まだ続く。大

溝の一部分か。

B地区、土師器の丸底壷や高杯が連なっ
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て出土。古墳の周溝？しかし、埴輪もなく

古墳の可能性は低い。

10月24日 E地区、土師器の台付甕と高杯が土坑内

から出土。

10月28日 連日の雨で、作業中止が続く。 D地区の

土層図を実測。

10月29日 全地区水没。 B地区の土器が心配される。

10月30日 天候が不安定のため、 B地区のSK66の

遺物出土状況の写真撮影を実施。

10月31日 E地区、遺構実測。

11月1日 C地区、表土除去。

11月7日 D•E地区、遺構実測終了。

11月9日 土曜日ではあるが、天候が不順なために

実施。 SK66の土器取り上げ。 C地区では、

常滑焼の壷とともに、宋銭出土。

11月12日 連日の雨により、またも水没。水の量は

過去最高か。

11月13日 B地区の全景写真。

11月14日 C地区の全景写真。

11月15日 地元向けに、現地説明会を実施。

作業員最終日。 B•C地区ダメ押し。

11月16日 B•C地区、遺構実測開始。

11月19日 B•C地区、遺構実測終了。

11月21日 漕代幼稚園で、 「遺跡のお話」をする。

11月22日 松阪農林事務所に引渡。

3月12日 松阪市漕代地区市民センターで、中の坊

遺跡説明会・遺物展示会を実施。

(3) 文化財保護法等にかかる諸通知

文化財保護法（以下、 「法」）等にかかる諸通知

は、以下により文化庁長官あてに行っている。

・法第57条ノ 3① （文化庁長官あて）

平成8年8月12日付け教文第1558号（県知事通知）

・法第98条ノ 2① （文化庁長官あて）

平成8年7月13日付け教文第1584号（県教育長通知）

・遺失物法にかかる文化財発見・認定通知（松阪警

察所長あて）

平成8年12月5日付け教文第18-73号（県教育長通知）

II 位置と歴史的環境

1 . 位置
中の坊遺跡 (1)は、行政上は三重県松阪市目田

町字中の坊に所在する。付近一帯は、松阪市東部の

豊かな穀倉地帯になっている。三重県と奈良県との

境にある台高山脈の高見山(1,248m)、国見山

(1,419m)の奥深くに源を発した櫛田川は、流域に

河岸段丘を発達させ、幾多の蛇行を繰り返して、伊

勢湾に向けてほぼ東流し、 JR紀勢本線の櫛田川橋

梁あたりで祓川を分流する。中の坊遺跡は、その分

岐点から、北東に約2kmにあり、沖積平野の標高

llm前後の自然堤防上に位置する。

現在、櫛田川の分流となっている祓川は、旧河道

や自然堤防の発達が著しく、かつては櫛田川本流で

あったと考えられている。櫛田川は、現河道と祓川

との間で、たびたびの乱流を繰り返すが、永保2年

(1082)の地震と大洪水によって、現河道になった①

と伝えられる。かつての乱流の痕跡は、自然堤防や

畦畔に見られるが、中の坊遺跡の西側を流れていた
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用水路も、旧河道のひとつであると考えられる。

中の坊遺跡付近には、 「中の坊」をはじめとして

「薬師寺」 「塔田」 「門」など寺にまつわると思わ

れる小字がある。明治19年の伊勢国飯野郡目田村全

図によれば、今回調雀したA地区の東に神社が見ら

れる。地元にはいくつかの伝承が残っているが、寺

に関するものでは、織田信長の焼き討ちに合うまで

は、中の坊遺跡あたりには大きな寺院があったとい

うものがある。また、目田の集落は、かつては中の

坊にあったが、大洪水に流されたため、西寄りの現

在地に移ったともいわれている。さらには、 「飢饉

となり、目田の集落が3軒までに減ったならば、金

の鳥居を掘り起こして、再興すべし」という「金の

鳥居」伝説がある。いずれも、伝承の域を越えない

ものではあるが、中の坊遺跡周辺が地元の人々にとっ

て特別な場所とされていたことは興味深い。



2. 歴史的環境

(1) 旧石器時代～縄文時代

櫛田川流域には数多くの遺跡があるR。その歴史

は旧石器時代まで遡ることができる。上寺遺跡 (2)

でナイフ形石器が出土しているが、当時の人々の生

活の中心はもっぱら櫛田川の上・中流であったよう

である。縄文早期になると、射和付近に射原垣内遺

跡 (3)、上寺遺跡R(2)、鴻ノ木遺跡 (4)、

朱中遺跡④ (5)等がある。後期・晩期になると、

活動域は下流域にも拡大し、明野台地西端の金剛坂

遺跡⑤ (6)や粟垣内遺跡 (7)等がみられる。

(2) 弥生時代

射和付近では、上寺遺跡 (2)、鴻ノ木遺跡 (4)、

櫛田川右岸では金剛坂遺跡 (6)、粟垣内遺跡 (7)、

古里遺跡 (8)、寺垣内遺跡 (9)、銅鐸型土製品

が出土した北野遺跡 (10)、櫛田川左岸では浅堀木

遺跡 (11)、天王山遺跡 (12)などがある。とりわ

け、金剛坂遺跡は、弥生時代全般にわたって大規模

なムラを形成していたと考えられる。櫛田川に臨む

台地の縁辺部には、弥生時代の人々が連綿と生活し

ていたことがわかる。

(3) 古墳時代

中の坊遺跡の西方および南方の丘陵には数多くの

古墳が造営されている。櫛田川左岸では、尾だけ古

墳群 (13)、中万大谷古墳群 (14)、弁天窟古墳

(15)、長谷古墳群 (16)、やつで古墳群 (17)、

第 1図 遺跡位置図 (1:50,000) (国土地理院「松阪」 「明野」 1:25,000より）
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中山田古墳群 (18)、山添古墳群 (19)、西谷古墳

群(20)等がある。一方、櫛田川右岸には、大規模な

古墳群が連なる。黒田山古墳群 (21)、河田古墳群

R(22)、上村池古サ餌 (23)、大塚山古墳群 (24)、

神前山古墳群 (25)、天王山古墳群 (26)、斎宮池

古墳群 (27)、塚山古墳群 (28)等がある。戦中・

戦後の開墾や開発で消威したものも考え合わせると、

かなりの数にのぼるはずである。

しかしながら、このように数多くの古墳の築造を

支えた集落跡は、はっきりしない。櫛田川左岸の上

寺遺跡、射原垣内遺跡、鴻ノ木遺跡が知られている

程度である。中の坊遺跡の北方にある横地高畑遺跡

(29)では、古墳時代の須恵器片、土師器片が多く

分布している。中の坊遺跡の東方300mにある古川

遺跡R(30)ではS字状口縁台付甕をはじめとする

古墳時代の遺物も多数出土したが、集落の確認まで

は至らなかった。漕代地区付近にも、古墳時代の集

落の存在が推定されるが、詳細は不明である。

(4) 古代

この時代を語るうえで、切り離せないのが、斎宮

跡 (31)である。御杖代として未婚の皇女（斎王）

が神宮に奉仕する斎王制度は、 7世紀後半の天武朝

には確立し、南北朝まで続く。明和町斎宮・竹川に

斎宮寮が置かれた。また、祓川は飯野・多気郡の郡

境であり、神の近境でもあった。

奈良時代の寺院跡としては、櫛田川左岸の大雷寺

廃寺 (32)があり、大量の瓦が出土したが、寺域は

はっきりとしていない。

平安時代になると、飯野・多気両郡の諸地域が東

寺領として寄進される。延暦22年(803)に川合荘、

弘仁12年(821)に大国荘が成立した。カウジデン遺

刷 (33)、東浦遺跡 (34)がこの頃の遺跡である。

しかし、これらの荘園も神三郡（度会・多気・飯野）

の中の寺領であるため、神宮の強い圧迫を受けたり、

度重なる櫛田川の氾濫によって、 12世紀には崩壊す

る。

(5) 中世

この時代になると、櫛田川と祓川との問には、多

くの遺物分布地が見られるが、発掘調査例は少なく、
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集落跡については不明な点も多い。櫛田川左岸の山

添遺跡⑪ (35)は、北畠氏の家臣・山副氏館跡の可

能性もある。また、背後の神山城跡 (36)は、興国

3年(1342)に落城するまで、南朝方の重要な戦略拠

点であった。

目田村は、中世末には北晶氏の所領となり、その

被官沢氏により支ffcされていた⑫と考えられている。

また、天文15年(1546)書写の神服部内戸納帳には

「目田 賓泉寺」の記載がある。

中の坊遺跡の東方300mにある古川遺跡は4基の

石組井戸を伴う鎌倉時代の集落跡が確認されている。

横地高畑遺跡、古轡通りA遺跡 (37)、古轡通り B

遺跡 (38)、崩れ通り遺跡 (39)は、自然堤防上に

発逹した一連のつながりをもった集落跡とも考えら

れる。

その他には、金剛坂遺跡、寺垣内遺跡、カウジデ

ン遺跡等、中世の遺跡はたくさん見られる。また、

櫛田川左岸の櫛田地区においても、櫛田地区内遺跡

群叫40)として、多くの中世から近世にかけての遺

跡が見られる。

① 「西黒部意非多神社由緒記」永保2年7月10日、 13日に「櫛田川

流域ヲ変ジ」とある。 （『松阪市史』 （第一巻）資料編 自然松

阪市史編纂委員会、 1977年）

② 遺跡についての記述で特に註記なきは、主に下記の文献を参考と

した。

『松阪市史』 （第二巻）資料編 考古（松阪市史編纂委員会、

1977年）

『日本の古代遺跡 52 三重』 （伊藤久嗣編著、 1996年）

③ 奥義次・下村登良男 「上寺遺跡発掘調査報告」 （松阪市教育委

員会、 1981年）

④ 小浜学ほか 「朱中遺跡・朱中古墳群」 （『一般国道42号線松阪・

多気バイパス建設地内発掘調査報告V』三重県埋蔵文化財センター、

1996年）

⑤ 谷本鋭次ほか 「金剛坂遺跡発掘調査報告」 （明和町教育委員会、

1971年）

⑥ 山沢義貴・谷本鋭次 「金剛坂遺跡発掘調査報告」 （明和町郷土

文化を守る会、 1971年）

田村陽一 「金剛坂遺跡」 （『昭和59年度農業甚盤整備事業地域

埋蔵文化財発掘調査報告』三重県埋蔵文化財センター、 1985年）

⑦ 竹田憲治 「北野遺跡（第5次）発掘調査概報」 （三重県埋蔵文

化財センター、 1996年）

田村陽一 「多気郡明和町蓑村 北野遺跡」 （『平成2年度農業

基盤整備事業地域埋蔵文化財発掘調査報告 第2分冊』三重県埋

蔵文化財センター、 1990年）

⑧ 吉水康夫 「河田古墳群I」 （多気町教育委員会、 1974年）

下村登良男 「河田古墳群III」 （多気町教育委員会、 1986年）

田阪仁ほか 「河田古墳群N」 （多気町教育委員会、 1983年）

⑨ 伊藤裕之 「古川遺跡」 （三重県埋蔵文化財センター、 1996年）



⑩ 「カウジテン遺跡」 （『三重県埋蔵文化財年報10』三重県教育委

員会、 1980年）

⑪ 新田洋「山添遺跡発掘調査報告」 （三重県教育委員会、 1979年）

⑫ 「澤氏古文書 四ー22」に「就目田龍頭庵関所之儀 委細承候先

規至無引懸紛者任前入筋目可被閑所候萬一申族有之者重而不

審可申候也」とある。 （『松阪市史』 （第三巻）資料篇 古代・中

世松阪市史編纂委員会、 1980年）

⑬ 宇河雅之・袖岡直樹 「瀬干遺跡・綾垣内遺跡・大蓮寺遺跡・柳

辻遺跡・北ノ垣内遺跡」 （三重県埋蔵文化財センター、 1996年）

III 調査の成果～層位と遺構～

1 . 調査の方法

第2図遺跡地形図 (1:5,000)
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D、E地区とした。小地区については、北西端をA

1としたが、 D、E地区については、その接点であ

る北西隅をAlとした。
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2. A地区

(1) 層位

自然堤防上に位置しており、シルト系の安定した

土壌であり、礫等はほとんど見られない。当地区の

基本的な層序は、上より第1層：耕作土、第2層：

暗灰褐色粘質土、第3層：暗灰色粘質土、第4層：

暗黄褐色粘質土、第5層：黄褐色粘質土となってい

る。第4層から第5層への土質の変化は、全体的に

漸次的である。第4層が遺物包含層である。第5層

は、古墳時代の地山と考えられる。検出面は、第4

層上面である。なお、 A地区では、古墳時代、奈良・

平安時代、中世の遺構を確認したが、検出面はほぼ

同じであった。

(2) 遺構

(a) 古墳時代の遺構

竪穴住居1基、土坑2基、ピットを検出した。遺

構埋土は暗黄褐色系の粘質土であるが、地山も黄褐

色粘質土のため、検出は炭粒や焼土粒、土器片の有

無を確認しながら行った。

（ア）竪穴住居

SH 15 (第5図） A地区中央部西端で検出した。

遺構埋土がはっきりしないため、暗黄褐色粘質土下

の焼土を追いかける形で検出をした。そのため、切

り合い関係が確認できないままの検出となった。お

＼
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第 4図 A地区遺構平面図 (1:200) 
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1 黄褐色粘質土
2 暗灰褐色粘質土（焼土粒、炭粒、
灰を多く含む）

3 暗黄褐色粘質土（焼土粒、炭粒、
灰を少し含む）

4 明黄褐色粘質土
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第5図 SH 15土層断面図・遺物出土状況図 (1:40)
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そらく、 2• 3棟の竪穴住居が重なっていたのであ

ろう。そうであれば、柱穴間2.4m、一辺3.6m級と

一辺4.5m級の方形のものと考えられる。 SH15内

の焼土内に置かれた細長い石は、炉石であろう。ま

た、西端の長径0.9m、短径0.6m、深さ0.4mの土

坑は、貯蔵穴であった可能性がある。いずれの柱穴

や土坑にも焼土粒・炭粒・灰が多量に混じった暗灰

褐色粘質土が入っていた。灰は、茅・趣等を燃やし

たような細かなもので、材木等が燃えたような痕跡

を見つけることはできなかった。

（イ）土坑

SKll A地区西部分のトレンチ掘削後に検出した

底部l.Omの円形の土坑である。遺物は、若干の須

恵器片と土師器片が明灰色粘質土の埋土の中から検

出された。

S K13 A地区の北東付近で検出された長軸3.3m、

短軸1.8mの楕円状の土坑で、深さは0.3mである。

西端は、 SD9 (中世）に切られる。淡灰褐色粘質

土、黄褐色粘質土の埋土である。須恵器杯蓋(1)、須

恵器甕の破片が出土した。上層の埋土には、奈良・

平安時代の土師器片も混じる。

（ウ）ピット

Pit 1 (第6図） A地区南東部分の中世のピット

が集中する地区から検出された径0.28m、深さ0.33

mのピットである。底部から小型の二重口縁壷 (16)

が横向きの状態で完存で検出された。

このピットは、付近に古墳時代の掘建柱建物の柱

~__c_ R..£__ 墨C 
C c・ 
11 40m 

5:0cm 

第6図 Pit 1 出土状況図 (1:20) 

穴が見当たらないことから、柱穴というよりも、土

器を埋納するための遺構である可能性⑬が高い。出

土遺物が小型の二童口縁壷という極めて特殊なもの

であることを考え合わせると、供献などの行為に用

いられたのではないかと考えられる。

(b) 奈良•平安時代の遺構

包含層全般からは、奈良•平安時代と思われる土

師器片が検出されているが、遺構として確認できた

のは、土坑3基である。埋土的には、古墳時代同様

の暗黄褐色系であるため、地山との区別がつきにく

し＼。

（ア）土坑

SK2 A地区北端で検出された長径0.5m、短径0.

3m、深さ0.3mの楕円状の土坑である。土坑の南側

には、長さ0.7m、幅0.25m、深さO.lmの溝がつく。

出土遺物は、奈良•平安時代頃の土師器片と土錘

(17)である。

SK5 SK2から3m南にある径0.6m、深さ0.3

mの円形の土坑である。土坑内からは、緑釉陶器椀

の高台部分(18)や土師器片が出土した。

SK 14 (第7図） 調査区北東部分で検出された径

0.8m、深さ0.26mの円形の土坑である。奈良時代

頃の土師器長胴甕の上部(19)が押しつぶされた形で

検出された。

(c) 中世の遺構

｀ D o・ 

D o・ 
114011 

50cm 

第7図 SK 14 出土状況図 (1:20)
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土坑5基、溝6条を検出した。淡褐色系の埋土が

多く、比較的検出は容易である。

（ア）土坑

SK3 A地区中央部北東隅で検出した東西0.7m、

南北0.5m、深さ0.3mの土坑であり， SD18を切っ

ている。 SD18が廃棄された後に、廃棄土坑として

掘られたと考えられる。多量の土師器皿が出土した。

土師器皿は、径8cm前後、器高 1cm前後の土師器

小皿 (23,----..,27)と1.6cm前後の土師器皿B (28,----..,33) 

に分けられる。それらに混じって、小型の土師器鍋、

山茶椀、青磁片、砥石(36)が出土した。

S K12 A地区中央部北端付近で検出したl.2mx

0.8m、深さ0.3mのほぼ方形の土坑である。底部に

穿孔のある土師器皿(86)が1枚、上向きの状態で出

土した。

S K19 A地区中央部東端で検出した0.7mx0.5m、

深さ0.2mの土坑であるが、調査区の東側にさらに

伸びる。遺物は、土師器片が少々である。

SK22 A地区北端の排水路掘削の際に見つかった。

調査区北端に並行しており、東西に走る溝の可能性

もある。土師器皿(97)や煤のついた土師器鍋(98,----..,

100)が出土した。とくに、 SK22西端部分からは、

多量の鍋が重なるように出士した。

~~·~ 

土師器小皿

径8cm前後、器高1cm前後のもの

~ ・
土師器皿A

径llcm前後、器高2cm前後のもの

奴；ーー

士師器皿 B

径8cm前後、器高1.6,...__,2cm前後のもの

第8図 中の坊遺跡出土の中世土師器皿

-10---

（イ）溝

SDl A地区の北端を東西に走る幅0.6m、深さ

0.2mの溝である。東のほうが深くなっている。淡

褐色粘質土・暗褐色粘質土の埋土である。土師器鍋

(22)が倒立した状態で完形で出土した。土師器鍋

(21)や常滑窯産の陶器大甕の口縁部小片などが出土

した。

SD4 A地区の北端部分を南北に走る幅0.4m、

深さ0.3mの小溝であるが、中央部分で東側に枝分

かれしている。また、南端部分は、 SDIに切られ

ている。土師器の細片が出土した。

SD6 A地区の南西部分に南北に走る幅0.4m、

深さ0.3mの小溝である。南端部分は、土地境界の

コンクリート基礎で撹乱されている。土師器皿や小

型の鍋(37)、茶釜形の鍋、山茶椀(38)が出土した。

SD 7 (第9図） A地区の西部分を南北に走り、

北部分で西方に直曲する大溝である。南北部分の主

軸は約18゚ 東偏している。旧飯野郡における条里制

は、南北線がN15゚ 東偏している⑭ことが知られて

いる。したがって、 SD7もこの条理制に沿ったも

のと考えられる。

南端部分の幅l.5,..,,__,l.8m、深さ0.7m、東西部分

の幅2.lm、深さI.Omである。ただし、屈曲部分で

はやや東に膨れ、深さもl.lmある。南から北に向

かって流れていたと考えられる。底部中央部はU字

状に窪み、両側がテラス状となる。底部中央部は、

鉄分が沈着して固く締まった状態にある。東西部分

の底部には、暗灰褐色粘土が堆積し、 ドブ臭い匂い

がした。検出面付近から深さ0.5m前後のところに

かけて30,..,,__,50cmの石が多量に出た。また屈曲部分

の内側には、溝に並行する形で同じ大きさの石が存

在した。いずれも崩落が著しいが、両側に石組みが

なされていた可能性がある。南端部分の中央部では、

底部に鉄分が沈着した柱穴がみつかった。

遺物は、室町時代のものを中心に多種多様にわた

る。土師器皿は径8cm前後、器高 1cm前後の小皿

(39,..,,__,45)、径11cm前後・器高2cm前後の土師器

皿A (60,..,,__,69)、径8cm前後・器高2cm前後の土

師器皿B (46,..,,__,59)が多量に出土した。土師器鍋も

小型のもの (71,..,,__,73)、中型のもの (74,..,,__,77)、茶

釜形 (78)、羽釜など多量に出土した。他には、卸



皿(79) 、古瀬戸の壷、天目茶椀、青磁片 (80•81)、

瓦質土器の花瓶 (82• 83) ・火鉢 (84・85)、釘な

どが出土した。 8D7は両壁に石組みを備え、深さ

lm前後の規模を持つことから、かなり規模の大き

な屋敷等が存在することが推定される。また、その

位置は、南北に走る8D7が西側に屈曲することか

ら、 8D7の西側にあったと考えられそうである。

SD 8 A地区中央部を南北に走る幅0.8m、深さ

0.27mの小溝である。 8D6と同様な暗褐色粘質土

の埋土である。鎌倉時代頃の平瓦、常滑窯産の大甕

の口縁部などが出土した。

SD9 A地区中央部を南北に走る幅0.6m、深さ

0.3mの小溝である。南端部はSK13を切る。暗褐

色粘質土の埋土である。 SK13からの流れ込みと考

えられる須恵器片と中世の土師器片が含まれる。

S D16 A地区中央部を南北に走り、 SD18を切っ

ている。幅0.4m、深さ0.25mの小溝で、淡灰色粘

質土の埋土である。当初は方向から、北にあるSD

E 
11.40m 

E
 

F 
11.40m 

f' 

G 

11-4011 

G' 

第9図 S07士層断面図 (1:40) 

B 
11.40m 

ft' 

E-E' 

1 明褐色粘質土
2 淡灰褐色粘質土
3 灰褐色粘質土

5 灰褐色砂質土
6 黄褐色粘質土

7 陪黄褐色砂質土

10 灰褐色粘質土（炭粒・土器片を少
し含む、 3に似る）

12 淡黄褐色粘質土
13 暗灰褐色粘土

F-F' 

4 淡黄灰色粘質士（炭粒を少量含む）
9 淡黄灰色粘質土（多量の炭粒と少
量の士器片を含む、 2に似る）
11 黄灰色粘質土

G-G' 

8 暗灰褐色粘質上

H-H' 

1 淡褐色粘質土（土器を含む）
2 明褐色粘質土

3 暗褐色粘質土
4 褐色粘質土（炭粒•土器片含む）
6 暗黄褐色粘質土

7 褐色粘質士（灰色粘土が混じる）
8 明黄褐色粘質土

I 

11.40m 
＿上

I -I ＇ 

5 淡灰褐色粘質土

第10図 S D18土層断面図 (1:40) 
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4

5

6

7

8
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耕作土

暗灰褐色土

暗灰褐色士（褐色粘質土がプロック

状に混ざる、 2に似る）

明灰色粘質土

黄褐色士（明灰色粘質土が混じる）

暗褐色士（士器片を多く含む）

暗灰褐色土（土器片・炭多く混じる）

褐色粘質土（灰褐色土混じる）

暗褐色粘質土（土器片を含む）

1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
 

暗褐色土（土器片・炭混ざる）

明黄褐色粘質土

明黄褐色粘質土（やや砂混じる）

暗黄褐色土（炭含む）

灰褐色砂質土

褐色粘質士

褐色士（土器片・炭含む）

黄褐色粘質土

暗灰褐色砂質士

1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
 

暗褐色士

暗灰色粘質土（田の耕作土）

淡灰色粘質土

黄褐色土

明赤褐色粘質土 (SA5lの盛土）

黄灰色粘質土

明灰褐色粘質土（土器細片を含む）

暗黄褐色粘質土

第13図 B地区土層断面図（北壁・南壁） (1: 100) 
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9とつながるものと考えていたが、埋土の違い、北

端部の不明瞭さを考え合わせると、 SD9との連続

性はなさそうである。遺物は、磨滅の進んだ須恵器

片や奈良•平安時代の土師器片とともに、蓮弁紋が

ある青磁椀片が出土した。

S D18 (第10• 11図） A地区中央部北端から、南

端中央部にかけてクランク状に屈曲する。幅1.2m

"-'2.0m、深さは南端部分で0.6m、中央部分で0.6

m、北端部分で大きく膨らみ、深さも増す。断面は、

3. 

(1) 

B地区

層位

A地区同様、シルト系の安定した土壌であり、礫

等はほとんど見られない。当地区の基本的な層序は、

上より第1層：耕作土、第2層：暗灰褐色土、第3

層：黄褐色粘質土、第4層：黄褐色砂質土となって

上部が緩やかに開いたU字状である。 8D7の遺物

と比較すると、 SD18は鎌倉時代頃のものが多く、

8D7よりも古いと考えられる。北端部分近くでは

握りこぶし大の石が約l.Omx2.0mの範囲にあり、

その下からは土師器皿・鍋 (37,..__,95)が多数出土し

た（第11図）。それ以外の部分からの遺物は小片に

限られ、極めて少ないが、中央部では渥美窯産の山

茶椀 (96)が完形で出土した。

いる。第3層からの土質の変化は漸次的となってい

る。第3層を検出面とした。調在区西端は田の耕作

土となっており、上面は大きく削平を受けている。

B地区からは、古墳時代、中世の遺構を確認したが、

検出面はほぼ同じである。中世の遺構の埋土は、暗

褐色土である。古墳時代の遺構の埋土は、褐色系粘
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第14図 S H66遺構実測図 (1:100) 
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質土である。

(2) 遺構

(a) 古墳時代の遺構

竪穴住居1棟を検出した。

（ア）竪穴住居

S H66 (第14,....,__,16図） B地区南東部分で検出した。

遺構埋土は、地山と良く似た暗黄褐色粘質土である。

当初は、方形土坑として掘削していたが、事後の検

討の結果、竪穴住居と判断した。

南端部分が調査区外、西部分は伐根による撹乱、

東部分は室町時代のSK58、SK59等に切られてい

るため、正確な規模はわからないが、一辺8.5m前

後の方形の竪穴住居と想定できる。遺構検出面から

約0.3mで床面に達する。主柱穴は確認できなかっ

たが、丸底壷(106)が横向きの状態で検出した窪み

を、主柱穴のひとつと考えると、柱間は4m前後と

a・ 

11.40m 

第16図 S H66遺物出土状況図 (1:20) 

R 

11.60m 

第17図 S D56土層断面実測図 (1:40) 

R ＇ 
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考えられる。

同時期の竪穴住居の規模としては、極めて大型の

部類に属すると言える。

中央部西寄りに、炉と想定される場所がある。径

1.3m程の範囲に焼土が確認できた。焼土層は 1cm

ほどである。また、炉石と考えられる長さ30cm程

の細長い石が焼土上にあった。

北東隅には、貯蔵穴と思われる土坑がある。径

1.2m、床面からの深さ0.7mで，建物中央に向かっ

て、幅0.5mのゆるやかな落ち込みが張り出す。

中心部からやや外れたところに、 l.2mx0.8m、

深さ0.2mの方形土坑がある。遺物は、若干の土師

器片だけである。

北東隅を中心に東壁際・北壁際には、土師器の壷

(102,..._,104) 、丸底壷(105• 106)、小型乎底壷(107,..._,

110)、台付甕(111,..._,114)、高杯(115,..._,161)がいずれ

も良好な形で検出された（第15•16図）。精製のものが

多数出土している。南壁面は、調査区外のため検出

1 淡灰褐色粘質土（土器を含む）
2 淡灰色粘質土（土器を含む）
3 明灰褐色粘質土

4 明灰褐色粘質土（褐色文混じる）
5 灰色粘質土
6 淡灰色砂質土

Q 

11.40m 

100 cm 



できなかったが、南壁付近になると遺物が増加する

傾向がある。出土遺物において注目されるのは、高

杯の個体数が極めて多いことである。 SH66全体で

50点を上回る。西壁際にも高杯が集中するが、東壁

・北壁付近で出土したものと比べると残存度は芳し

くなく、つくりも粗製なものが目立つ。西壁付近出

土の高杯は、杯底部より内湾して立ち上がる口縁の

ものが多く、東壁・北壁のものよりも時期的には新

しくなる。 SH66の埋土全体から遺物は採集された

が、壁付近以外は破片がほとんどである。なお、須

恵器は埋土上層から甕の破片が数点出土しただけで

ある。

(b) 中世の遺構

土塁、大溝の他に、井戸2基、土坑7甚、溝5条、

多数のピットが検出された。いずれも室町時代の遺

構と考えられる。根石をもつピットもいくつか検出

されたが、間隔が3mもあり、掘建柱建物の確認ま

では至らなかったが、 B地区の東方に建物群があっ

たと考えられる。

（ア）土塁

S A51 調査区の西側をほぼ南北に走る。上部が削

平されているため、高さは不明であるが、遺構検出

面から約0.5m残存している（第13図）。幅は約2m

である。調査区南付近で、土塁構築土はほとんどな

くなり、南壁にはその痕跡は認められない。南端付

近で土塁が切れていることからすると、この部分が

入口であった可能性が考えられる。明赤褐色粘質土

の単層で築造されている。土塁の東側には幅0.4m

の溝が付帯する。

北壁付近からは、弥生時代から室町時代にかけて

の多量の土器が一括投棄された箇所がある。土器の

種類は多様に及び、残存度も良好なものが多数含ま

れる。土塁築造時に付近で採集されたものが何らか

の理由で埋め込まれたと考えられる。

S A51の主軸は、約30゚ 東偏する。建物との位置

関係は、ピットが東側に多数分布することから、 S

A51は屋敷の西側に築造されたと考えられる。土塁

の東側には大溝のSD56がSA51とほぼ並行に走る

が、その関係については、 SD56の項で述べる。

（イ）井戸

-18ー

井戸が2基検出されたが、連日の雨で地盤が緩く

なっており、崩落の危険性が高いので、いずれも完

掘していない。

S E53 B地区北東部分で検出した素掘りの井戸で

ある。径0.7mの小型の井戸である。深さ1.2mまで

掘り下げた。砂質土系の埋土である。遺物は、あま

り多くはないが、中世の土師器皿片に混じって、緑

釉陶器椀、灰釉陶器椀、鉄釘、炭が出土した。

S E55 B地区中央付近で検出した素掘りの井戸で

ある。平面形は、一辺1.2mの方形である。井桁も

ほぼ同規模であったと考えられる。深さ1.5mまで

掘り下げた時点で大雨が続き、これ以上の掘削は危

険と判断し、掘削を中止した。埋土は、細かな炭粒

を含む砂質土である。出土遺物は、土師器皿片のみ

である。 SE55の北側から伸び、東向きに緩やかに

曲がるSD63は、 SE55の付帯施設と考えられる。

（ウ）土坑

S K50 B地区北東隅で検出した径0.8m、深さ0.2

mの円形の土坑である。常滑窯産の甕片が出土して

いる。北側に、拳大の石があった。

S K52 B地区北東部分で検出した0.9mxl.lmの

方形の土坑である。テラス状になっており、中央部

が0.6mxo. 7m、深さ0.16m、テラス分の深さが

0.10mである。中世の土師器皿片に混じって、砥石

(173)、平安時代頃と思われる土師器壷や緑釉陶器

細片が出土した。

S K54 B地区北部分で検出したl.2mxl.lm、深

さ0.14mの方形の土坑である。土師器片を若干含む

程度である。

S K58 B地区東部分で検出したl.2mXl.5m、深

さ0.4mの方形の土坑である。遺構埋土は、炭が混

じった黄褐色粘質土、暗褐色土と続き、最下層が青

灰粘質土である。 SK59と並ぶようにあるが、遺物

は土師器皿片が少々出土した程度である。

S K59 S K58の東側に接するように位置する。

l.Omxl.7m、深さ0.4mの方形の土坑である。遺

構埋土は、灰色粘質土、黄褐色粘質土、黄褐砂質土、

暗黄褐色粘質土の順である。第3層の黄褐砂質土は、

多量の遺物を含む。南東隅には、完存の土師器1ID.

(188)が多数出土した。土師器小皿は器高1cm未満

と2cm前後のものが中心である。他には、土師器



鍋、青磁片、常滑窯産の甕が出土しているが、小片

ばかりである。

S K60 B地区東端で検出した径0.6m、深さ0.47

mの円形の土坑である。土師器皿片が含まれる。

S K61 B地区東端で検出した0.8mx0.7m、深さ

0.4mの円形の土坑である。中世の土師器皿片に混

じって、磨滅した高杯や奈良•平安時代頃の土師器

片が出土した。

（エ）溝

境界溝と思われる大溝1条、石が敷かれた暗渠2

条のほか、 2条の溝が検出された。

S D56 (第17図） B地区の西側を東西に走る大溝

である。調査区の南端付近で南西の方向に屈曲する。

幅2m、深さ0.8mの大きな溝である。 A地区のS

D7の主軸が22゚ 東偏しているのに対し、 SD56の

主軸は32゚ 東偏している。 SD7同様、屋敷の境界

を示していたと思われる。ただし、 SD7で認めら

れた両壁の石組みの痕跡は認められなかった。南部

分でSD56が屈曲する手前の中央部に、大きな石が

3段ほど組まれている。東壁上部が切られており、

石が数個並べられている。溝中央部に丁寧に積まれ

た石組みは、東側からの落水を弱める機能を持たせ

たものではないかと思われる。

遺構埋土は、上から淡灰褐色粘質土、淡灰色粘質

土、明灰褐色粘質土となり、それぞれ遺物を含む。

溝の底部分には、鉄分が固く沈着していた。

出土遺物は、多彩に及ぶ。出土遺物のなかで多数

を占めるのが、土師器皿(174,...._,177)と鍋(178)であ

る。山茶椀(181・182)、天目茶椀(184)、陶器平椀

(179)、陶器直縁大皿(180)、陶器壷(183)、風炉

(185)、青磁器、灰釉陶器、常滑窯産の大甕、土錘

等が出土している。鉄釘類に混じって、和鏡(187)

が出土していることは遺構の性格を考えるうえで注

目される。

ピットの分布状況から考えると、屋敷はSD56の

東側にあると言える。また、 SA51との関係である

が、 SD56の外側にSA51があるとは考えにくく、

両者は別個に存在したと思われる。 SA51に直交す

る位置関係の石組暗渠8D64は、 SD56を切ってい

ることから、これら石組暗渠は8D56の廃絶後敷設

されたと考えられる。石組暗渠8D64、SD65は、
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S A51とは、それぞれ平行、直交する位置関係にあ

り、 SA51と共伴していると考えられる。したがっ

て、 SA51よりもSD56は古いと考えられる。

S D57 B地区北端から検出された東西方向の溝で

ある。調査区北端のため、規模は不明である。また、

S D56との関係は、接点部分が植木の伐根による撹

乱のため、不明である。遺物は土師器皿(188)や瓦

質の風炉が出土している。

S D62 B地区北部分で検出した幅0.4m、深さ

0.05mの浅い溝である。磨滅の激しい土師器片を少

量含む。

S D63 S E55の北端からゆるやかなカーブをえが

いてSD57に平行するように走る。幅は0.3m,...,___.,O.7 

mである。淡褐色粘質土の埋土である。土師器皿片

を含む。

S E55に付帯する排水路の性格をもっていたかも

しれない。 SD56の方向には、流れていないので、

S E55• S D63の存在時期には、 SD56は埋没して

いたとも考えられる。

S D64 調査区南端部分に東西方向に走る幅0.5m、

深さ0.20mの石込めの暗渠排水溝である。握り拳大

の石が 2• 3層にわたって敷きつめられている。 S

D64を切っていることから、 SD56の廃絶後につく

られたと考えられる。もうひとつの石込めの暗渠排

水溝SD65と直交する。多くの遺物が石に混入され

ている。遺物の時代は、古墳時代から室町時代まで

広範に及ぶ。須恵器杯身、須恵器甕(162)、緑釉陶

器(170)、灰釉陶器、軒平瓦(171)、平瓦(172)、山

茶椀(190)、土錘 (191)などが出土した。いずれも、

石の代用として、溝の築造時に使用されたと考えら

れる。

S D65 B地区の西部分を南北に走る石込めの暗渠

排水溝で、 SA51とほぼ平行で、 SD64とは直交す

る位置関係にある。幅0.5m、深さ0.15m前後で、

SA56と接するあたりで消滅する。 SD64同様握り

拳大の石が 2• 3層、敷き詰められている。須恵器、

山茶椀、陶器壷などが混在している。



4. C地区

(1) 層序

旧河道近くの調査区であり、東端は旧河道の礫層

となる。西端は、開墾による削乎を受けている。 C

地区の基本的な層序は、第1層：耕作土、第2層：

黄褐色土、第3層：黄灰褐色粘質土となっている。

第3層が中世の遺構検出面である。第3層の下は暗

褐色粗砂層となり、下層として縄文時代の遺物包含

層がある。ただし、工事区域の変更が調査着手後に

あり、調査区全体の下層調査は実施していない。

(2) 遺構

(a) 中世の遺構

多数の土坑やピットが検出されたが、幅2mとい

う調査区の制約や近世以後の撹乱も激しく調査区の

性格については不明瞭な部分もある。しかし、表土

除去前に、畑の畦に石塔（五輪塔）の一部分が放置

されていた点からすると、周辺には中世墓がひろがっ

ていたことが予測された。

（ア）土坑

S K73 C地区の西端付近で検出された土坑で、東

西1.5m、深さ0.55mであるが、さらに南壁側に続

く。上面には、握り拳大の石が散らばり、その下に

は多量の土器が出土した。主な遺物としては、土師

器皿(196,..._,200) ・鍋(201• 202)、陶器壷(203)、山

茶椀、瓦質土器片口鉢(204)、刀(205)等が出土した。

また、磨き痕が認められる球形の石も出土した。中

世墓であった可能性がある。

S K74 C地区西端で検出された東西2m、深さ

0.18mの土坑で、土師器皿片が混じる。

S K75 C地区中央部西寄りで検出された不定形の

土坑で、幅2m程ある。深さ0.13mと浅いが、多量

の遺物を検出した。とくに土師器fill(206"--'209)・鍋

(210• 211)が多い。土師器鍋は、南伊勢系の小型の

ものが主である。 SK73の遺物と同時期のものであ

る。

S K76 C地区中央部で検出された東西1.5mの土

坑で、直径0.3m前後のピットが3つ並ぶ。 2"--'5 

cm大の鉄滓が多量に出土した。
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S K77 C地区中央部で検出した0.3mx0.2m、

深さ0.16mの土坑である。遺物としては、土錘(212)、

山茶椀の小片、茶釜型の土師器鍋片が出土した。

S K78 C地区中央部北壁付近で検出した石込めの

土坑である。北部分が調査区外のため、規模は不明

であるが、東西3.4m、深さ0.8m検出した。上面に

は、 10,--....,20cm大の石が敷かれていた。その下から

は、土師器皿・鍋、山茶椀、古瀬戸の壺(213)、天

目茶椀、釘(214)などが出土した。集石墓の可能性

が高いが、明確な埋納箇所は不明である。

なお、 SK78の下層の暗褐色粗砂層からは縄文時

代後期の土器(192• 193)、石器フレークが出土して

いる。

S K80 C地区東部分のSK87に隣接している0.6

mx0.6m、深さO.lmの土坑で小型の土師器羽釜が

出土した。

S K81 C地区中央部で検出した石込めの土坑であ

る。北壁にかかるため、規模は不明であるが、東西

で2.5m、深さ0.3m検出した。 10,--....,20cmの不揃い

の石が、 SK81の上面全体に敷かれている。土師器

皿・鍋の小片が多量含まれており、灰釉陶器椀や須

恵器の大甕の小片なども混じる。集石墓の可能性も

考えられるが、埋納施設は確認できていない。

S K82 C地区中央部で検出した径0.6m、深さ

0.23mの円形の土坑で、底部に20cm大の石がある。

径9cm前後の土師器皿が検出された。

S K83 C地区中央部東寄りで検出した東西1.2m、

深さ0.17mの土坑であるが、南に向かってさらに延

びる。土師器皿片に混じって、朱が付着して内面底

部がつるつるの山皿を検出した。

S K85 C地区東部分で検出した一辺0.9m、深さ

0.38mの方形の土坑である．土師器小皿(216• 217)・

鍋(218• 219)、青磁器、常滑窯産の大甕、山茶椀な

どが出土している。

S K87 C地区東端の南壁付近で検出された土坑で、

規模不明であるが、東西2.8m、深さ1.lm検出した。

炭・焼土が何層にもわたって堆積しているが、所々

掘り返されて新たに投棄されていることが、断面か

らわかる。埋土には、土師器皿・鍋の小片も混じる
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第18図 C地区遺構平面図 (1:200)
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旧耕作土
黄褐色土

暗黄褐色粘質士（炭・土器片を含む）

灰色粘質土（炭・土器片を含む）

3に炭を少量含む
灰褐色土（炭を含む）
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9
1
0
1
1
1
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淡黄褐色粘質士（炭•土器片を含む）
淡灰色粘質土（炭・土器片を含む）

黄褐色粘質土

黄灰褐色粘質土

黄灰褐色粘質土（炭を含む）

黄褐色砂質土

淡灰褐色土

1
5
1
6
1
7
1
8
1
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2
2
2
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淡灰色砂質土

明灰褐色粘質土

明灰褐色砂質土

明淡黄褐色粘質土（土器片を含む）

灰褐色砂質土

暗黄褐色砂質土（炭を含む）

20より色が暗い
炭と地山小プロック混じる

20より炭が多く、地山プロック多く混じる

20より炭を多く含む
23より炭粒が小さい
23より炭粒が小さく、地山プロック多く混じる
20に類似するが、色がやや暗い

第19図 C地区南壁土層図 (1:100) 
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が、量は少ない。位置的には旧河道のそばになる。

付近一帯を墓域と考えれば、火非した際の炭・灰を

投棄した土坑と考えられる。

S K90 C地区東部分の北壁付近で検出した土坑で

規模不明であるが、東西1.7m、深さ0.27m検出し

た。土師器鍋などが出土した。

S K91 C地区中央部東寄りで検出した土坑である

が、北壁に接しており規模は不明である。出土遺物

は、土師器鍋、常滑窯産の甕、山茶椀などである。

また、下層の暗褐粗砂からは、縄文時代後期の土器

(195)が出土した。

S K94 C地区西部分の北壁に接した検出した径

1.3m、深さ0.7mの土坑である。朱皿として使用さ

れた痕跡のある陶器山皿(220)、陶器甕(221)に混じっ

て、宋銭「皇宋通賓」 (222)、鉄塊などが出土した。

中世墓である可能性が高い。

S K95 C地区中央部で検出した2.5mxl.4m、深

さ0.4mの不定型の土坑である。遺物は土師器皿が

少々出土した程度である。

S K97 C地区中央部で検出した0.3mx0.5m、深

さ0.35mの土坑である。土師器鍋と常滑窯産の甕の

小片が含まれていた。

S K98 C地区西端で検出したl.Omx0.8m、深さ

0.2mの土坑である。土師器皿、陶器山皿(224)、常

滑窯産の甕が出土している。

5. D• E地区

(1) 層序

D地区は中の坊遺跡の中では最も北に位置し、調

査区の幅は2mで、東西延長が110m余である。東

端で南北に延びるE地区につながる。地表から遺構

検出面までは、 0.7,.....__,0.9mあり、表土直下から検出

面に至るまで某本的には東端の落ち込み部分を除き、

3層から4層にわたって粘質土が厚く堆積している。

所々直径5mm以下の炭が見られたが、特に遺構は見

られなかったが、東端になるD•E コーナ一部分は

かなり落ち込み、古墳時代の遺構が見られるように

なる。

E地区は、幅2.5m、南北延長84mである。現地

表面から検出面まで0.5,.....__,0.Bmであり、南にわずか
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S K99 C地区西部分で検出した一辺0.4m、深さ

0.12mの土坑で土師器皿・鍋、山茶椀が出土した。

（イ）溝

S 079 C地区東部分で、 SK91の延長線上にある

幅0.l'"'--'O. 2m、深さO.lmの溝で南北方向にある。

土師器皿や山茶椀が出土した。

S 086 C地区東部分で幅0.7'"'--'O. 8m、深さ0.17m

の溝で南北方向にある。中央部が一段落ち込み、

0.44mの深さがある。土師器鍋、小型の天目茶椀、

山茶椀、鉄釘が出土した。

S 088 C地区東端にある溝で、旧河道の地山に掘

られている。 0.5m、深さ0.15mの溝で南北方向に

ある。出土遺物は、土師器小皿のほかに、流れ込み

と考えられる古墳時代の高杯、奈良時代頃の甕が出

土している。縄文時代後期頃の土器(194)も出土し

ている。

S 089 C地区東端で、 SD88に平行した幅lm、

深さ0.43mの溝で南北方向にある。西側は、 SK87 

に接する。土師器鍋・羽釜、青磁、瓦などが出土し

ている。

S 0100 調査区中央部西寄りに、幅0.4m、深さ

0.25mの溝で南北方向にある溝である。出土遺物は、

土師器鍋が少々出た程度である。

に下る。遺構基盤は、淡褐色粘質土であり、表面に

鉄分の沈着が広く認められ、かつて流路があったこ

とが推定される。遺構は北部分に集中している。

D•E地区は、磨滅を受けた遺物が多く、 E地区

の東側にあったと推定される旧流路との関連を考慮

する必要があろう。

基本層位は、第21・23図に示した通りである。遺

構基盤は、淡黄褐色粘質土で安定しており、その上

層に堆積する褐色系粘質土を遺物包含層と捉えた。

他の調査区と比べて、堆積層中の粘質土の割合が高

しヽ。

(2) 遺構



二

第20図 D地区遺構平面図 (1:400) 

1 耕作土
2 淡灰褐色粘質土に褐色の鉄分を多く含む
3 灰色粘質土に褐色の鉄分を多く含む

4 灰色粘質土
5 暗灰色粘質土
6 黄褐色粘質土に褐色の鉄分を多く含む

第21図 D地区北壁土層図 (1:100)

7 明黄褐色粘質土
8 褐色粘質士
9 淡褐色粘質土
10 淡褐色砂質土
11 黄褐色粘質土
12褐色粘質士に多量の炭を含む
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13 灰色粘質土に褐色の鉄分を少量含む
14 賠褐色粘質土に多量の炭を含む
15 賠灰褐色粘質土と炭・焼土層の互層

10m 



(a) 古墳時代の遺構

D•E地区のコーナーにあたるこの部分は、大溝

の一部分ではないかと推定される落ち込みがあり、

現地表面から1.2mのところに古墳時代の遺構が見

られる。この落ち込みの周辺の土坑からは、穿孔の

ある台付甕や高杯が出土した。

（ア）土坑

S K48 D地区東端の北壁際で検出された遺構であ

る。北壁断面では、長さ lm、深さ0.8mの袋状を

呈し、埋土からは焼土と炭が何層にも重なり検出さ

れた。土師器甕(225)、土師器高杯(226)、韓式系土

器甕(227)などが出土している。

S K68 (第24図） E地区北端で検出した0.7mx

0.5m、深さ0.38mの長方形の士坑である。埋士に

は多量の炭が含まれていた。土坑内からは胴部穿孔

のある土師器台付甕(230)が口が北に向けて横になっ

た状態で完形で出土し、西側からは土師器高杯(231)

が出土している。これらは意図的に埋納されたので

はないかと思われる。ほかに、台付甕の台部が2個

体分出土している。

S K69 D地区東端の北壁際で検出した土坑である

が、北壁が崩落したため規模は不明である。時期的

には、 SK68と同様の土師器台付甕の台部が見つかっ

==-----------二
＼
 

＼
 

0 @ c
 

¥
-

゜
lOm 

第22図 E地区遺構平面図 (1:200)
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1 耕作土
2 暗灰色粘質土
3 賠灰色粘質土（褐色の鉄分を少量含む）
4 淡灰褐色土
5 明灰褐色土
6 灰色粘質士（褐色の鉄分多く混じる）

7 暗黄褐色士
8 暗黄褐色粘質士
9 賠灰褐色粘質土（炭を多く含む）

10 暗褐色土
11 黄褐色粘質土
12 灰色粘質土

13 暗褐色粘質土
14 黄褐色土（炭を多く含む）
15 淡黄褐色粘質土

第23図 E地区東壁土層図 (1:100) 

三一
＞一

V 
10.20m 

V
 

o. 
50cm 

第24図 S K68遺物出土状況図 (1:20) 

たことから、 SK68と同時期であると考えられる。

褐色系粘質土の平坦面に2,..__,12cm大の石が配され、

水もみられることから、大溝に伴う泉の可能性が考

えられる。小型丸底壷(232)が完存の状態で出土し

た。

(b)飛鳥・奈良• 平安時代の遺構

（ア）土坑

S K28 E地区北部分の西壁で検出された径0.8m、

深さ0.2mの土坑である。飛鳥時代の土師器甕のロ

縁部が出土した。

S K29 東西に延びるSD27の北壁に位置するが、

東壁にかかるため、規模は不明である。飛鳥時代頃

の土師器椀(235• 236)が出土している。

S K35 S D27の南側に位置する長径1.6m、短径

0.8m、深さO.lmの方形の土坑である。焼土を含む

赤褐色土の埋土である。飛鳥時代頃の土師器椀が出

土している。
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S K38 E地区の中央部で検出された長径0.8m、

短径0.4m、深さ0.2mの不定形の土坑である。平安

時代後期の土師器椀が出土した。

S K70 E地区北部分で検出された一辺0.9m、深

さ0.7mの中段を持つ方形の土坑である。飛鳥時代

の甕片が見られる。

（イ）溝

S D23 D地区の南壁に沿って、 E地区の東部分ま

で達する。検出面から、約0.2mの深さで平坦面を

なすが、溝は南側にさらに延びると思われる。遺物

は飛鳥時代の甕の破片が見られる。他に輔の羽口や

内部が被熱した土の塊が見られる。包含層では鉄滓

も見られ、この付近に鋳造遺構の存在が想定される。

S D27 E地区の東部分で検出された東西方向に延

びる幅2.5m、深さ0.4mの溝である。南肩に焼土層

が広がる。暗灰褐色土の埋土である。ロクロ土師器

皿(234) 、士師器椀(235• 236)などが出土している。

S D42 E地区中央部を南北に延びる溝で西肩部分

は調査区外となる部分が大部分である。深さは、約

N 調査の成果
遺物はコンテナバットで約120箱あり、縄文時代

から室町時代まで幅広く及んでいる。 D地区を除け

ば、各地区とも多量の遺物が出士した。出土遺物の

なかで最も多いのが、中世の士師器や陶器類であり、

次に古墳時代の土師器が続く。出土遺物も多彩にわ

1. A地区

(1) 古墳時代の遺物

古墳時代の遺物としては、須恵器杯蓋(1)・大甕、

土師器台付甕(2• 3)• 高杯(4,..._.,6)・小型丸底壷(7-----

15) ・ニ重口縁壷(16)が出土している。なかでも、

小型丸底壷は良好な残存度でSK15から一括して出

土した。

（ア） S K13出土遺物(1)

須恵器杯蓋(1) 径15cmほどの大きさがあり、口縁

端部は、ハの字状に外反する。稜の直下に幅2mmの

沈線がめぐらされる。陶邑編年⑮のII-1と併行す
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0.05m程度で、北側にわずかに下っている。鉄分が

沈着した層が続く。自然流路の可能性がある。

(c) 鎌倉時代の遺構

山茶椀をはじめとして、鎌倉時代の遺物は、 E地

区の包含層から多量に出土しているが、ローリング

を受けているものがほとんどである。遺構として確

認できたものは、土坑2基である。

S K25 E地区北部分にあるl.6mxl.4mの土坑で、

淡灰色粘質土の埋土である。

S K29 S D27の北側に、東壁に接して検出された

l.2mx0.7m、深さ0.17mの土坑で、渥美窯産の山

茶椀が検出された。

⑬ 土器埋納について、 服部芳人 「高寺南遺跡」 （『火山遺跡・

山神遺跡・良福寺跡・高寺南遺跡』 三重県埋蔵文化財センター、

1996年）

⑭ 谷岡武雄「飯野・多気郡の条里制」（『伊勢湾岸地域の古代条里制』

1979年、東京堂出版

～出土遺物～

たり、須恵器、韓式系土器、灰釉陶器、緑釉陶器、

磁器、瓦質土器、土錘、瓦、鉄製品、銅銭、鏡など

がある。以下、地区別に時代順に主な出土遺物につ

いて略述する。それぞれの詳細については観察表を

参照されたい。

るもので、 6世紀前半頃のものと思われる。

（イ） SK 15出土遺物(2,-.J15) 

土師器s字状口縁台付甕(2・3) S K15から、正立

した状態でほぼ重なるように、 2個体のS字状口縁

台付甕が出土した。 2は大部分を欠くが、口縁部の

残りは良い。口縁部が外反し、外面の横ナデによっ

て生じる稜が上半部に生じている。 Dl類Rに属し、

4世紀後半頃のものと考えられる。 3は口唇部を欠

くが、 2と同じく Dl類に属し、 4世紀後半のもの

と考えられる。

土師器高杯(4,-.J6) 4の口縁部は直線的で口唇部に



小さく面取りがあり、平らな底部をもつ。 5の脚は

直線的な柱状部と折れ曲がる裾部を持つ。裾先端部

は内湾気味である。 6は、 5よりもやや長い脚部を

持つ。 4--------6とともに、松河戸期頃⑰のものと思わ

れる。

小型丸底壷(7,...;15) S K15から良好な状態で9個

の小型丸底壷が出土した。 7--------12は体径と器高がほ

ぼ同じである。

7 --------10• 12は、口径と体径が近似し、頸部付近に

稜を持ち、体部にはヘラケズリ痕を残す。

11は、頸部がややくびれ気味であり、器高も体径

に比べて長くなっており、口縁上部に稜がある。

13• 14は、口縁部は体部に比べてやや小ぶりとな

り、その高さも体高の半分以下になっている。体部

にはヘラケズリ痕を残す。

15は、頸部のくびれから7--------10• 12と同じ部類に

属すると思われる。

7 ,.....__,15ともに松河戸II式に相当する4世紀後半の

ものと思われる。

（ウ） Pit 1出土遺物(16) ピット底部に横向きに

完存の状態で出土した。一見、臨風の形体をしてい

る。平底中央部がくぼみ、端部には砂痕がある。精

巧品である。口縁部は、直線的に成形した後に、中

央部を内側から張り出させて、外側からの横ナデで

成形している。 4世紀頃のものと考えられる。 16は

小型の二重口縁壷という極めて珍しいものであると

同時に、ピット底部より完存の出土状況であったこ

とを考え合わせると、この土器は供献のために埋納

されたのではないかと考えられる。

(2) 奈良•平安時代の遺物

A地区全体で、奈良•平安時代の遺物は多数出土

しているが、多くは包含層であり、磨滅したものが

多い。土師器椀(20)• 長胴甕(19)、緑釉陶器(18)、

ロクロ土師器椀などが出土している。

（ア） S K14出土遺物(19)

土師器長胴甕(19) 直線的な体部から口縁部は大き

な角度で広がっており、口縁端部には沈線が巡らさ

れている。ほぼ3cm単位で粘土接合痕が見られる。

8世紀頃のものと思われる。

（イ）包含層出土遺物(20)
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土師器椀(20) 底部から口縁部まで緩やかに立ち上

がる。内面には、削痕や工具痕が残る。同じ器形の

ものが、中の坊遺跡に隣接した古川遺跡から出土し

ている。 6世紀後半から 7世紀前半頃のものと思わ

れる。

(3) 中世の遺物

A地区では、土師器皿・鍋が出土している。 SK

3からは、完存の土師器皿がまとまって出土した。

また、区画溝と考えられるSD7からは、土師器皿・

鍋のほかに、陶器壷・鉢・椀、磁器、瓦質土器（火

鉢・花瓶）など多種多様な遺物が出土した。なお、

土師器小皿については、器高 1cm前後で、口縁部

ナデ調整のものを土師器小皿A、器高2cm前後で

ロ縁部が内湾気味で横ナデ調整されているものを土

師器小皿Bと分類した（第8図）。

（ア） SDl 出土遺物 (21• 22) 

土師器皿(21) 伊藤裕偉氏の編年崎（以下、土師器

皿・鍋・羽釜の編年は、伊藤氏の編年を引用する）

によれば、南伊勢系土師器皿のB系統のIllb期にあ

たる15世紀中葉のものと考えられる。

土師器鍋(22) 上向きで、ほぼ完存の状態でSDl

上層部から出土した。小型の土師器鍋であるが、ロ

縁部の特徴から南伊勢系の土師器鍋の第4段階のb

型式に併行するものと思われる。 15世紀後葉のもの

と思われる。

（イ） S03出土遺物 (23,-.J36)

土師器小皿(23,-.J27) 南伊勢系のA系統にあたる土

師器小皿で、口径7,_____8cm、器高1cm前後のもの

である。 23は、器高も0.6cmしかなく、供膳用の土

師器小皿とも考えられる。 25,---....,27は、口縁に油煙痕

が残る灯明皿である。 25は4か所、 26は2か所、 27

は2か所に油煙痕が認められる。 15世紀後半のもの

と思われる。

土師器皿B(28,-.J33) S K 3で一括して多量に出土

した土師器小皿で，南伊勢系のB系統にあたる。ロ

径7,_____8cm、器高1.7cm前後のものが中心を占め

る。色調は、土師器小皿に比べて、橙色がかったも

のが多い。口縁部は横ナデ調整が施され、端部は内

湾している。

砥石(36) 凝灰石製である。表面以外に側面・端部



も利用されている。

（ウ） S06出土遺物 (37・38)

土師器鍋(37) 口径19cmの小型の南伊勢系の土師

器鍋で、頸部に指オサエ痕がある。伊藤編年の第2

段階のC型式にあたる。 13世紀前葉のものと思われる。

山茶椀(38) 高台に籾殻痕がある。内面に自然釉が

薄く付着している。藤澤良祐氏の山茶椀編年@(以

下、山茶椀・山皿の編年及び類型名は藤澤良祐氏の

ものを引用する）の第6型式（尾張型）と考えられ

る。 13世紀前業のものと思われる。

（エ） S07出土遺物 (39,-..;86)

土師器小皿(39,-..;45) 南伊勢系のA系統にあたる。

ロ縁部は緩やかに外に開く。 39は灯明皿であるが、

内面だけではなく、外面の1/3ほどにも油煙痕が付

着している。 43は、口径が8cm前後あるが、歪み

が大きく、皿の体を全くなさない失敗作とも言える

ものである。本来、流通経路には乗らないはずの皿

が、他の完形品とともに投棄されていたことは、土

師器皿がかなりまとまった個数で取引されていたた

め、この種の欠陥品も紛れ込む余地があったのでは

ないかと推測される。

土師器小皿(46,-..;59) 土師器皿の大部分を占めるの

が、小皿Bのタイプである。口径は7.&m前後で、

南伊勢系の B系統に属する。 58• 59は器高が約2.5

cmとやや高くなっており、端部もナデ調整で仕上

げられている。

土師器皿A(60,-..;70) 口径が11,......,12cm、器高2.2

cm前後で、南伊勢系のC系統にあたる土師器皿で

ある。外側体部に指オサエ痕があり、口縁部は横ナ

デ調整がみられるもの(64• 65• 70)もある。口縁部

は直線的に伸び、端部がナデ調整で仕上げられてい

る。 70は、口径 1cm、器高で0.5cmほど大きいが、

形としては、 C系統に属する。

土師器鍋(71,-..;78) 土師器鍋は南伊勢系の第4段階

を中心に小型から中型の鍋までいろいろな法量のも

のに加えて、羽釜形や茶釜形なども出土している。

71,......,73は、南伊勢系の小型の土師器鍋で第4段階

のC型式に属するものである。 71は、口縁部は受口

状に直線的に開いており、口縁端部の折り返し部分

の断面三角形もやや平らになっている。ハケメは、

頸部から体部中央部まで施されている。 72は、口縁
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部端部の折り返し部分の中ほどに沈線状のものが認

められ、口縁端部はやや内斜し、端部外面が凹線状

に窪む。ハケメは、頸部から体部中央下部分まで施

される。 73は、ナナメ方向のハケメにタテ方向のハ

ケメが加わる。口縁部下部に稜線がみられる。端部

外面が凹線に窪み、端部がやや内湾する。 71• 73は

15世紀後半頃、 72は15世紀後半から16世紀前半頃の

ものと思われる。

74は、南伊勢系の中型の土師器鍋で、第4段階c

類に属するものである。ヨコ方向のハケメにタテ方

向のハケメが体部中央下まで加わる。口縁部端部は

やや内湾し、外面が凹線に窪む。 15世紀後半から16

世紀前半の頃のものと思われる。

75は、南伊勢系の中型の土師器鍋で、第4段階b

類に属するものである。ヨコ方向のハケメにタテ方

向のハケメが体部下部まで施され、偏平な底部を持

つ。口縁端部外面のヨコナデが強く、内面の折り返

し部分の中程に沈線状のものが認められ、端部もや

や内湾する。 15世紀半ば頃のものと思われる。

76は、南伊勢系の大型の土師器鍋で、第4段階b

類に属するものである。体部下部までのヨコ方向の

ハケメに加えて、タテ方向のハケメが体部中央部ま

で施される。口縁部端部はやや内湾し、内面の折り

返し部分の中程に沈線状のものが認められる。

77は、南伊勢系の中型の土師器鍋で、体部の最大

径が中央部より上にあるため、偏平な外観は失われ、

やや鋭角に映る。ハケメ調整は体部中央下部までナ

ナメ方向にされている。口縁部の特徴から第4段階

c類に属し、 76と同時期のものと思われる。

78は、第4段階の煮沸用土器のバリエーションの

ひとつである茶釜形で、 16世紀前半のものと考えら

れる。

陶器卸皿(79) 15世紀頃の古瀬戸の卸1II1である。表

面はあまり磨滅しておらず、すぐに廃棄されたと思

われる。

青磁椀(80・81) SD 7からは、青磁片が数点出土

している。 81は外面体部に蓮弁文が施されている。

81は見込み印花紋がヘラ描きされている。ともに、

15世紀頃の龍泉窯産と思われる。

瓦質土器(82,...,85) 82は径6cm前後の筒状のもの

の小片であるが、 3種類のスタンプ文様が認められ



る。縦方向に雷紋と平行して渦巻き紋が押され、突

帯で区切り、横方向に花弁紋が互い違いに向かい合

う文様となっている。無紋のところには、縦方向の

暗紋も認められる。花瓶類の頸部と思われる。 83は、

脚部、あるいは把手部分の一部と思われるが、器種

は不明である。

84• 85は、浅鉢形の火鉢の肩部で、頸部に二本の

突帯を設け、その間に唐草風の陰刻紋が施されてい

る。

（オ） S K12出土遺物(86)

土師器皿A(86) 完存で上向きの状態で出土した。

底部に穿孔と思われる 8mmほどの孔が開けられてい

る。南伊勢系のB系統のIIb期の土師器皿と思われ

る。

（力） S D18出土遺物(87r,J96) 

土師器小皿A(87 r,J90) 南伊勢系の土師器皿A系統

にあたるもので、口径8cm前後、器高 1cm前後の

法量をもつ。 89は、歪みがあるが、煤が付着してお

り、灯明皿として使用されたことがわかる。

土師器皿(91r,J94) 南伊勢系の土師器皿B系統にあ

たり、口径12cm前後、器高2.5cmの土師器皿であ

2. B地区

(1) 古墳時代

SH66の壁際から、多量の古式土師器が出土した。

壷、丸底壷、小型丸底壷、台付甕、高杯が出土した。

とりわけ高杯の占める割合が高いことが特徴である。

壁際の遺物の残存度は良かった。

（ア） S H66出土遺物(102r.; 1 61) 

土師器壷(102,-..;104) 102は、長胴形を有する直口

壷であるが、外面調整は荒く、不整形である。 SH

66の北東隅の土坑上部から、高杯とともに押しつぶ

された形で出土した。

103は、底部のみであるが、 102と同形の直口壷の

ものと思われる。

104は、大型の直口壷で、口縁部はやや短く、直

線的に開く。外面調整は、台付甕(113• 114)と似る。

SH66の北壁東寄り付近で、押しつぶされた形で出

土した。

土師器丸底壷(105・106) ともに完存の状態で出土
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る。 IIb期後半にあたる14世紀頃のものであろう。

土師器羽釜(95) 南伊勢系の土師器鍋の第3段階に

併行するものと思われる。

山茶椀(96) ほぼ完存で出土した。第6型式（尾張

型）にあたるもので、 14世紀のものであろう。

（キ） S K22出土遺物(97-100)

土師器皿(97) 南伊勢系の土師器皿D系統のもので、

15世紀後半頃のものと思われる。

土師器鍋(98-100) 98は、南伊勢系の小型の土師

器鍋で、第4段階に併行するものである。口縁端部

は受け口状にやや開き気味である。 99・100は南伊

勢系の中型の土師器鍋である。ハケメが4本/cmと

やや荒い0 99は、口縁部と頸部との間がやや窪み、

端部がやや内湾し、第4段階のb型式に該当すると

思われる。 100は、口縁部のヨコナデが強く、端部

はやや内湾し、第4段階のa型式に該当すると思わ

れる。

（ク）包含層出土遺物(101)

青磁椀(101) 内面底部に印刻花文がされており、

13世紀頃の龍泉窯のものと思われる。

した。 105は、 SH66の北壁付近の土器群のなかか

ら、横向きの状態で出土した。均整のとれたプロポー

ションで口縁部は直線的に開く。 106は、壁際に並

ぶ土器群とは離れて、 SH66の北西部分の擢り鉢状

になった底部からほぼ横向きの状態で出土した。こ

の播り鉢状の窪みは、 SH66の主柱穴である可能性

が高い。 106は、口縁部が外反状に開く。体径が器

高よりも 1cmほど大きいため、 105にしたやや偏乎

な感がある。

土師器小型平底壷(107,...,110) 107は、口縁部が体

部に落ち込んだような接合がされている。 108はロ

縁部が直口し、頸部にはオサエがあり、体部中央部

が凹み、平底状を呈する。 109は、 107と同様な口縁

部と体部との接合がある。口縁部は外側に向かって

直線的に開き、小型丸底壷に似た形状である。 110

は、頸部中央がややふくらみを持ち、口縁部は外反

し、体径とほぼ同じ口径を持つ。

土師器台付甕（＜字口縁甕） (111,..., 114) 112は



ロ縁部がやや厚く、口唇部内外のヨコナデは 1単位

となっており、口縁部断面のS字形は見られない。

外面調整も、オサエとナデのみで、 S字状口縁台付

甕特有のハケメは見られない。 113も112同様、無紋

でハケメは見られない。 114はハケメが残るが、ロ

縁部の形状は、 112• 113と同様である。

高杯(115,-.J161) 松河戸式I後期町こ対応するもの

が中心である。脚部は高く、裾はなだらかに開き、

柱部内面のケズリがあり、器面はナデ調整されてい

る傾向が見られる。さらに、高杯は、口縁部の形状

によって 5つの種類に分類できる（第25図）。

高杯Aは、 SH66出土の高杯の大部分をしめてい

るもので、平らな杯底部から屈折して立ち上がり、

ロ縁端部が外側に開き気味となる。

高杯Bは、杯部と杯下部との外面境が突帯状に張

り出す形態を持つ。口縁部は平らな杯部底部から屈

折して立ち上がり、口縁端部が外側にやや開き気味

となる。精製品が多い。

高杯Cは、杯部が直線気味で、平らな杯底部から

緩やかに屈折して立ち上がる。

高杯Dは、杯部と杯下部との外面境が明瞭で、接

合部より直線的に開く脚部が特徴であるが、 B地区

からの出土はなく、 E地区からの出土である。

高杯Eは、杯部が丸みを持つ内斜面で、椀状となっ

ている。出土例は少なく、残存度も良くない。

高杯Aとしては、 119,....___,126• 128• 135• 136• 139・

142• 143• 145• 146• 148• 149• 151・154がある。

高杯Aは、脚部の形状によって、さらに4つの種類

に細分できる。

119• 120• 124は、杯部底部から口縁部にかけて

明瞭な立ち上がりが見られるが、杯部中央部で受け

口状にやや広がる。脚部の裾部の角度は緩やかであ

る (A1)。

121,....___, 123• 125• 135• 136は、 119(Al)と同様な

杯部であるが、脚部の裾部の角度は偏平である

(A 2)。125の杯部は、他のA2の杯部と比べる

と、やや直線的な立ち上がりである。

126は、今回出土した高杯のなかで唯一透かし孔

A
 A 1 A 2 A 3 A 4 

>~!~ Sf,22 〗ア126 Jf ,~ 
平らな杯底部から屈折して立ち上がり、口縁端部は外側にやや開き気味。

脚部の裾部の角度はゆる 脚部の裾部の角度は偏平 脚部は直線的で透かし孔 脚部中央部がやや膨らみ

やか。 気味。 をもつ。 気味。

B I C I D I E 

> 7132 ~ 
140 

杯部と杯下部との外面境 杯部底部から直線的に立 杯部と杯下部との外面境 I椀型の杯部を持つ。

が突帯状に張り出す。口 ち上がり角度もややゆる は明瞭である。脚部は接

縁端部は受け口状に開く。 やか。 合部より直線的に開く。

第25図 中の坊遺跡出土の古式土師器高杯
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が認められたものである。口縁部は外反し、平らな

杯底部から屈折して立ち上がっている。脚は直線的

で下方に三方透かし孔がある。

128は、 119(Al)と同様の脚部ながら、脚部中央

部が膨らみ気味でゆるやかな裾部に続く (A4)。

高杯C(117• 127·129 ・ 130• 132,,.....__, 134)は、杯部

底部から直線的に広がる口縁部が特色である。 117•

127は杯部底部から口縁部にかけての屈曲がやや明

瞭であり、高杯Bの特色も見られる。脚部は、直線

的で、裾部はやや偏平な角度である。

高杯E(140)は、椀型の杯部を持つ。出土例は少

なく、残存度も良くない。 SH66の西側に集中して

いる。

高杯A,,.....__,Cは、松河戸I式の後半期に対応すると

思われる。高杯Eは、やや時代が新しくなり宇田期

に対応するものと思われる。

(2) 奈良•平安時代

B地区出土の奈良•平安時代の遺物は、中世の遺

構に含まれていたものがほとんどである。特に、 S

A51の土器溜まりに含まれていたものが多い。

（ア） S A51出土遺物(163,...,172) 

土師器皿(163• 164) ともに底部をヘラケズリしロ

縁部を横ナデし、口縁端部は丸く終わっている。内

面は風化のため、ミガキ・暗文などの調整は不明で

ある。奈良時代前期頃のものと思われる。

灰釉陶器皿(165) 平安時代前II期＠に属する東海系

の皿で、 10世紀前後のものと思われる。

転用硯(166) 灰釉陶器椀の底部が加工されたもの

で、形状から硯ではないかと思われるが、使用され

た痕跡はない。側面は二次加工を受けているのか、

滑らかな断面となっている。なお、同様なものがも

□ 249 
一ーデ

0 10cm 

第26図 S A51出土遺物 (1:4)
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う一個出土している (249• 第26図）が、側面に166

のような滑らかさはなく、二次加工前に廃棄された

のではないかと思われる。 10世紀前後のものと思わ

れる。

製塩土器(167,...,169) 平底でほぼ垂直に立ち上がる

ロ縁部をもつ志摩式製塩土器とよばれる浅鉢形土器

である。 9,.._,__,1帥t紀頃の平安時代のものと思われる。

塩水煎熟用に適した形となっている。 2次焼成痕が

3個体とも認められる。 SA51出土の土器の中では、

残存度はきわめて悪く、小片・細片化している。こ

れは、製塩土器の器壁中に浸透した炭酸塩の結晶成

長による器壁の条11離性と破砕作用によるものRと考

えられる。

海岸部から離れた当地で、製塩がなされていたと

は考えにくい。煎熟するための製塩土器ではなく、

製品化された塩の容器として製塩土器がそのまま使

用色ざれ、櫛田川の水運によって、当地まで運ばれ

てきたものと考えられる。

（イ） S D64出土遺物(170,...,172)

緑釉陶器椀(170) 猿投産で、 10世紀前後のものRで

あると思われる。

軒平瓦(171) 均正唐草文軒平瓦で、外区はない。

中心飾りを欠いているが、左右に2反転ずつの唐草

文を配すると考えられる。 1単位につき 4つの子葉

を持ち、細いながらも優美な感触を漂わせている。

左右2単位の大きさからして、小振りの軒平瓦であ

り、御堂クラスの建物に使用されていたと考えられ

る。

表面が剣離した部分から縄タタキがされているこ

とがわかる。内面は布目を消しており、丁寧な造り

となっている。 8世紀第2四半期頃のものと思われ

る。

出土したのは、室町時代の石組み暗渠SD64から

であり、直ちに同時期の寺院の存在が推定できるも

のではないが、字名の「中の坊」などに関連してい

る可能性もある。また、既知の文様ではないRこと

も考え合わせると、付近に奈良時代の寺院が存在し

ていた可能性がある。

平瓦(172) 縄タタキがある平瓦で、 171と同じ8世

紀第2四半期頃のものと考えられる。



(3) 中世

区画溝と思われるSD56からは、土師器皿・鍋、

山茶椀、天目茶椀、陶器壷、瓦質の風炉、和鏡など

多種にわたる遺物が出土した。石込め暗渠のSD64• 

65にも陶器が石と混在して出土した。

（ア） S D56出土遺物(174-187)

土師器皿B(174-177) 174.........,176は、南伊勢系の土

師器皿Bで、 Illb期にあたる。 15世紀前半のものと

思われる。 177は南伊勢系の土師器皿D系統に属す

るものである。

土師器鍋(178) 南伊勢系の小型の土師器鍋で、第

3段階のb型式に属し、15世紀前半のものと思われる。

陶器平椀(179) 古瀬戸の平椀で、藤澤良祐氏によ

る古瀬戸編年の後期のもので、 15世紀頃のものと思

われる。

陶器直縁大皿(180) 古瀬戸の直縁大皿で、藤澤氏

の古瀬戸編年の後期のもので、 15世紀頃のものと思

われる。

陶器山茶椀(181・182) 180は渥美窯産の第6型式

に属すると思われる。 181は尾張窯産の第6型式に

属すると思われる。

陶器天目茶椀(184) 瀬戸産の天目茶椀で、藤澤良

祐氏による瀬戸・美濃大窯編年＠の第3段階のもの

で、 16世紀のものと思われる。

瓦質土器(185) 復元口径約35cmの瓦質の風炉であ

る。頭部に2条の凸帯を設け、その間に花菱形のス

タンプ文を連続して押印する。体部下部にも凸帯が

3. C地区

(1) 縄文時代

C地区の下層の暗褐色粗砂層からは縄文土器・石

器（フレイク）が出土した。

縄文土器(192-195) 192は縄文施文の後、ヘラ描

きの横位沈線が2条はいる。 193は粗製土器の底部

である。 195は内面に縄文施文の後、ヘラ描きの横

位沈線が1条はいる。いずれも、縄文時代後期頃の

ものと思われる。 C地区の下層には、広範囲にわたっ

て縄文時代の遺物が散布することが予想される。従

来、櫛田川流域での縄文時代の遺跡分布は松阪市射
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第27図和鏡構図概念図 (1:1) 

めぐらされ、底部外面縁辺には猫足が張りつけられ

ている。花菱文は、花弁の中央の子葉が逆U字形を

呈し、花菱の単位が半分ずつ背中合わせになってい

る。 16世紀の大和産のもの⑳と思われる。同文のも

のが、県内では松阪市の向王子B遺跡Rで出土して

いる。

和鏡(187)(第27図） S D56の底部から出土した

円鏡である。縁が欠落しているため、正確な大きさ

は不明であるが、径6cm前後の円鏡である。背文

様は腐食がすすんでおり、詳細な構図は不明である

が、翼を広げた鶴が向かい合い、間に草花が配置さ

れている双鳥草花鏡と呼ばれるものと思われる。紐

座部分は約2cmの大きさである。鏡面の残存度は

良く、一部磨かれたままの状態の部分もある。鎌倉

時代後半から室町時代前半頃のものと思われる。

青磁椀(188) 13世紀頃の龍泉窯系の青磁椀である。

陶器山茶椀(190) 第6型式（尾張型）に属すると

思われる。外側面には煤が付着している。

和町付近までと考えられてきたが、今回の調査によっ

て、下流域にまで、その範囲が広がる可能性が出て

きた。

(2) 中世

出土遺物の大半を占める土師器皿・鍋に混じって、

陶器壷などが混じる。多量の鉄釘に混じって、刀な

ども出土している。掘削前の畦畔部分には、五輪塔

の一部もあり、中世墓がC地区付近に広がっていた

可能性が高い。

（ア） S K73出土遺物(196ry 205) 



土師器小皿(196・197) 南伊勢系のA系統にあたる

土師器小皿である。 SK73から多量に出土した。

土師器皿B(198-200) 南伊勢系のB系統のIIb期

にあたる土師器皿で、口径が11,...__,12cm、器高2.5

cm前後である。 14世紀後半頃のものと思われる。

土師器鍋(201・202) 南伊勢系の土師器鍋で、第3

段階のa型式にあたるもので、 14世紀半から後半に

かけてのものと思われる。口縁部は長く発達してお

り、やや内湾気味である。体部外面には、クシメ状

のハケメが斜め方向にていねいに施されている。

陶器壷(203) 13,.......,14世紀頃の猿投産の三筋壷と思

われる。

瓦質土器(204) 13世紀頃の片口鉢である。

（イ） S K75出土遺物(206-211)

土師器小皿(206-208) 南伊勢系のA系統にあたる

土師器小皿である。 SK73出土の土師器小皿とほぼ

同じ法量のものである。

土師器皿B(209) 南伊勢系のB系統のIIb期にあ

たる土師器皿である。 14世紀後半頃のものと思われ

る。

土師器鍋(210•211) ともに口径20cm前後の南伊

勢系の小型の土師器鍋で、第2段階のものと思われ

る。 210の口縁部は直線的に伸びる。体部にはクシ

メ状のハケメがていねいに施されている。 211は、

ロ縁部が受け口状に開き、頸部には指オサエ痕もあ

る。 13世紀前葉のものと思われる。

（ウ） S K78出土遺物(213• 214) 

陶器壷(213) 古瀬戸の壷で、 14,---...,15世紀頃のもの

と思われる。

4. D• E地区

(2) 古墳時代

D•E地区のコーナー付近を中心に出土した。上

層の包含層からは、 6世紀頃の須恵器甕、杯蓋・杯

身などが多量含まれていた。大溝と思われる落ち込

みの周囲の土坑からは、ほぼ完形の土師器が数点出

土した。

（ア） S K48出土遺物(225-229)

土師器壷(225) 口縁部がわずかに外反し、体部か

ら底部にかけて煤が付着する。外面はナデ、オサエ
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（エ） S K85出土遺物(216-219)

土師器皿8(216•217) 南伊勢系のB系統のIIb期

にあたる土師器皿である。

土師器鍋(218•219) 218は、中型の南伊勢系の土

師器鍋で、第4段階の C型式にあたる。口縁部が

「＜」の字形に屈曲し、端部外面は凹線状に窪む。

15世紀代のものと思われる。 219は、口縁端部が強

く内傾している羽釜形の土師器鍋である。 15世紀代

のものと思われる。

（オ） S K94出土遺物(220-222)

山皿(220) 藤澤氏の山茶椀編年による尾張窯産の

第6型式にあたる山皿である。内側は磨滅して滑ら

かになっている。朱が付着していることから、朱皿

として使用されたと思われる。

陶器甕(221) 藤澤氏の瀬戸・美濃大窯編年の第3

段階にあたるもので、 16世紀頃のものと思われる。

頸部付近には、判読不明のヘラ記号ないし文字があ

る。

銅銭(222) S K94の底部から出土した。真書で書

かれた「皇宋通賓」 （北宋・ 1038年）Rである。今

回出土した銅銭は、この1枚だけであるが、以前、

この付近の畑を耕作中に、銭絹の状態で甕の中から

多量の古銭が出土したとのことである。

（力） S K98出土遺物(223• 224) 

土師器皿B(223) 南伊勢系のB系統のIlb期にあ

たる土師器皿である。

山皿(224) 藤澤編年による常滑窯産の第7型式に

あたるもので、 14世紀中葉から15世紀にかけてのも

のと思われる。

及び板ナデ、内面はナデ、オサ工、下半部にはヘラ

ケズリが施される。

土師器高杯(226) 口縁部は外反し、杯部は丸みを

帯びる。脚台部には「ソケット」状の接合方法をとっ

ている。

土師器甕(227) 韓式系土器の甕である。色調は灰

色である。内面を工具によるナデ、外面にはタタキ

を施した後、螺旋状の沈線が施されている。県内で

の出土例Rは少なく、本遺跡を含めて4例しかない。

（イ） S K68出土遺物(230• 231) 



土師器台付甕(230) ほぼ完存の状態で、横向きに

出土した。橙色の色調で、内面をナデ、外面は頸部

以下をハケメ調整の後、体部上半に横方向のケズリ

を施している。体部下半には焼成後穿孔が見られる。

土師器高杯(231) 台付甕(230)の隣から正立した状

態で出土した。口縁端部がわずかに外反し、端部内

面には沈線がまわる。脚部は杯下部からそのままほ

ぼ直線的に広がる。中の坊遺跡では、高杯が大量に

出土しているが、このような形態は類を見ない。県

内では城之越遺跡汽蔵田遺跡で同様なものが出土

している。松河戸II式に対応するものと思われる。

（ウ） S K69出土遺物(232)

土師器小型丸底壷(232) 泉の可能性が考えられる

S K69から台付甕の台部とともに出土した。口縁部

にはヨコナデ、体部外面には煤が付着する。 A地区

S K15で見られる小型丸底壷と同時期のものと思わ

れる。

(2) 飛鳥・ 奈良• 平安時代

（ア） S D27出土遺物(234-237)

土師器皿(234) 内外面ともにヨコナデ、内面底部

にはナデ調整を施す。 12世紀頃のものと思われる。

土師器椀(235・236) 235は口縁がわずかに外反し、

内面はナデ、外面はオサ工、下半の一部にケズリが

施される。 236は内外面ともにナデ調整が施され、

内面下半にはケズリが見られる。 236は7世紀前半、

235はそれより若干遡ると思われる。

⑮ 中村浩ほか 「和泉陶邑窯出土遺物の時期編年」 （『陶邑III』

大阪府教育委員会、 1978年）

⑮ S字状口縁台付甕の編年に関しては、下記の文献を参考にした。

加納俊介「土師器の編年 4東海」 （『古墳時代の研究 6 

土師器と須恵器』雄山閣、 1991年）

山田猛「弥生・古墳時代の遺物」 『山城遺跡・北瀕古遺跡』 （三

重県埋蔵文化財センター、 1994年）

⑰ 赤塚次郎ほか『松河戸遺跡』 （愛知県埋蔵文化財センター、 1994

年）

⑱ 伊藤裕偉『岩出地区内遺跡群発掘調査報告』 （三重県埋蔵文化財

センター、 1996年）

⑲ 伊藤裕偉「中世南伊勢系の土師器に関する一試論」 (『Mie

history』Vol.1 三重歴史文化研究会、 1990年）

⑳ 藤澤良祐「山茶椀と集落」（『尾路』瀬戸市教育委員会、 1990年）

藤澤良祐「山茶椀研究の現状と課題」（『研究紀要第3号』三重県

埋蔵文化財センター、 1994年）

⑪ 赤塚次郎前掲書

⑫ 「斎宮跡の土師器」 （『三重県斎宮跡調査事務所年報 1984』三

重県斎宮跡調査事務所、 1985年）

⑳ 近藤義郎 「第2章 土器製塩の話」 （『土器製塩の研究』 1984
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須恵器椀(237) ロ縁がわずかに外反し、内外面と

もにロクロナデ調整が施される。 9世紀後半のもの

と思われる。

（イ）包含層出土遺物(238,-.,;244)

ロクロ土師器椀(238• 239) 238はE地区北部分の

包含層から検出された。 239はE地区中央部の包含

層から数点まとまって検出された。ともに11世紀前

半頃のものと思われる。

土錘(240,-.,;244) E地区の包含層では土錘が多く出

土しており、図示したものを含め計20点以上出土し

ている。その中で径 1cm以下のもの(241,.........,244)が

14点、径1.1,.........,2.0cmのものは5点、 2cmを越える

ものは 1点(240)のみである。

(3) 中世

中の坊遺跡全体では、山茶椀の検出は少ないが、

遺跡の東端にあたるE地区では山茶椀が全般的に検

出された。多くはローリングを受けており、 E地区

東側にあると推定される旧河道の流れ込みと思われ

る。中の坊遺跡の東方の古川遺跡では第6型式の山

茶椀が多く出土しており、何らかの関連があると思

われる。

（ア） S K29出土遺物(246・247)

山茶椀(246) 藤澤氏の山茶椀編年による渥美窯産

の第6型式にあたるもので、 14世紀頃のものであろ

う。高台には籾殻痕がある。 E地区全体でも、渥美

窯産の同型式のものが目立つ。

年、青木書店）

⑳ 石部正志 「原始・古代の土器製塩」 『講座・日本技術の社会史

第二巻塩業・漁業」 1985年、日本評論社）

⑮ 大川勝宏 「斎宮跡の施釉陶器」 （『古代の土器研究一律令的土

器様式の西・東3 施釉陶器』 古代の土器研究会第3回シンポジ

ウム、 1994年）

⑳ 『三重県の古瓦』 （三重県の古瓦刊行会、 1996年）

⑰ 藤澤良祐 「瀬戸大窯の変遷」 （『瀬戸市史陶磁器篇四 瀕戸

大窯の時代』 瀬戸市史編纂委員会、 1993年）

⑳ 菅原正明 「西日本における瓦器の展開」 （『国立歴史民俗博物

館研究報告第19号』、 1989年）

⑳ 福田哲也 「向王子B遺跡」 （『伊勢寺廃寺・下川遺跡ほか」

三重県埋蔵文化財センター、 1993年）

⑳ 「中世の出土銭ー出土銭の調査と分類ー」 （兵庫県埋蔵銭調査会

1994年、ぎょうせい）

⑪ 穂積裕昌「三重県上野市城之越遺跡出土の韓式系土器について」

（『韓式系土器研究N』1993年、韓式系土器研究会）

⑫ 伊藤裕偉「城之越遺跡の古式土師器」 （『城之越遺跡』三重県埋

蔵文化財センター、 1992年）
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結

集落の変遷

中の坊遺跡は、古墳時代と鎌倉・室町時代を中心

とする集落跡である。遺物の分布状況からすると、

縄文時代から室町時代にかけて、連綿と生活が営ま

れていた可能性がある。櫛田川と祓川にはさまれた

当地は、自然堤防上を中心とする集落の適地であっ

たのであろう。

中の坊遺跡周辺では、西方200mに位置する古川

遺跡が平成7年度に発掘調査された。古川遺跡では

4世紀後半頃のS字状口縁台付甕が10点近く出土し

ており、付近に同時代の集落跡があることが予想さ

れた。今回の調査で、そのことが裏付けされたもの

と考えられる。櫛田川両岸に連なる古墳群と関連す

る集落の存在は不明な点が多かったが、それらを支

えた集落のひとつが、中の坊遺跡であったのではな

いかと思われる。櫛田川の沖積平野の自然堤防を中

心に、古墳時代の集落が連続していた可能性は高い。

飛鳥～平安時代にかけての遺構は明確ではないが、

B地区のSA51の土器一括投棄箇所からは、同時代

の遺物がまとまった量で出土している。付近に集落

跡が存在したと考えられる。しかし、中世以降のS

D7やSD56を伴うような大規模な造成のため、ほ

ぼ同一レベルに存在した遺構は撹乱を受けたと考え

られる。

鎌倉時代では、集落の中心は南方の古川遺跡付近

に移ったと思われる。中の坊遺跡の山茶椀の検出箇

所は遺跡の東部分に偏っており、全体として多くな

い。また、 E地区で多く検出された山茶椀の大部分

はローリングを受けており、古川遺跡とE地区との

問にあったと想定される旧河道の影響と思われる。

その古川遺跡が河道の変化などによって廃絶した後、

室町時代の15世紀頃に中の坊遺跡に集落の中心が移っ

たと思われる。

S H66の出土遺物

SH66で注目されることは、一辺8.5mという大

型の竪穴住居であることと、壁際から連なって検出

語

された古式土師器群の存在である。古式土師器の器

種別では、圧倒的に高杯が多く、その個体数は50を

越える。とりわけ、北壁・東壁付近のものは残存度

も良好である。一連の土師器は廃棄されたと考える

より、意図的に置かれたものと考えたほうがよいと

思われる。

さらに、出土状況を考えるならば、竪穴住居とし

て廃絶した後に、土器が並べられたと考える。北東

隅の貯蔵穴と思われる土坑の下段には淡黄灰色砂質

土が堆積しており、土師器群は上段部分から検出さ

れている。さらに土坑の壁付近の土器は、周囲に並

べられていたものが、土坑内にずり落ちたと思われ

る。また、完形で出土した丸底壷 (106)が主柱穴と

思われる部位の窪みから横向きに出土しているが、

これも竪穴住居の廃絶後に置かれたものと思われる。

SH66では、組にして置かれたと思われる土器も

目立つ。壁からやや離れた部分に、台付甕と小型丸

底壷、高杯の3つが組み合わせて置かれている。 A

地区のSH15も同様なことがいえる。当時の祭祀の

形態を示す資料かもしれない。

SH66の特色である大量の高杯であるが、時期的

には松河戸I式後半期に相当する時期にあてはまる。

SH66の中央部の西寄りで検出されている高杯は残

存度が芳しくないが、主に宇田式に相当する時期ま

で下ると思われる。

SH66から出土した土師器群の性格であるが、供

膳具である高杯の占める割合が極めて高いことから、

祭祀が行われた跡と見ることができるのではなかろ

うか。竪穴住居から多量の高杯が出土した例として

は、名張市の壇・柏原遺跡Rのものがある。カマド

を中心に30数点の高杯が出土している。何らかの祭

祀形態が廃絶直後の竪穴住居内で行われたと考えら

れそうであるが、今後の類例を待って検討をしたい。

瓦質土器について

A地区• B地区から、スタンプ紋の入った瓦質土

器が数点出土した。昨年度発掘した古川遺跡では、

瓦質土器が全く出土していないのと対照的である。
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古川遺跡は鎌倉時代半ばの遺跡であるのに対し、時

代がやや下る中の坊遺跡と同格に比べることはでき

ないが、中の坊遺跡の広範な流通圏が推測される。

B地区で出土した火鉢の口縁外部に押印されてい

る花文は「花菱文」と呼ばれるものである。菅原正

明氏の分類町こよれば、花菱文の花弁の中央の子葉

が逆U字状になっており、花菱が半分ずつ背中合わ

せになっているB口群に属するものである。同様の

スタンプ模様と考えられるものが松阪市の向王子B

遺跡Rから見つかっている。また、阿山郡大山田村

の向山 2• 6号墳から出土の風炉と同じスタンプ模

様のものも出土している。

室町時代後期の奈良火鉢は、陸奥国から薩摩国ま

で広く流通していたと推測されているRが、三重県

内も伊勢本街道に沿って流通したことが予想される。

製塩土器について

B地区のSA51からは、製塩土器の破片が多量に

出土した。後世（室町時代）になってからの一括投

棄という出土状況のため、明確なことまで言及でき

ないが、多量の製塩土器が付近に持ち込まれていた

ことは確かである。

出土した製塩土器は浅鉢形の「志摩式製塩土器」

と呼ばれているRものである。県内では、海岸部に

限らず、伊賀などの内陸部で確認されており、当地

で煎熟したとは考えにくく、外部から持ち込まれた

と考えるのが妥当である。櫛田川の水運を利用して、

当地に運ばれたと考えられる。櫛田川河口部の西黒

部村は、古くから塩業で知られている。塩業として

の史料は、 「勢陽五鈴遺響」⑱までしか遡れないが、

それ以前から行われていた余地はある。櫛田川水運

を通じて内陸部まで流通したのであろう。今後の櫛

田川流域での製塩土器の出土例に期待したい。

中世の遺構の性格について

A•B地区では、区画溝と考えられる大規模な溝

が見つかっている。 A地区の区画溝には、当初石組

みがなされていた痕跡も認められた。かなりの有力

者の屋敷の存在がうかがえる。

両地区の溝から多量に出土した遺物に土師器皿が

ある。おそらく、溝としての機能を失ってからの投
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棄に違いないが、一時にまとめて投棄されているこ

とは確かである。出土状況から見ると、完存の皿が

主体であり、法量もほぼ同じものがまとまっている。

破損したものを廃棄したのではなく、使用後そのま

ま投棄した様相がある。土師器皿そのものが、繰り

返して使用するものではなく、使い捨ての容器とし

てとらえられていたと思われる。皿のなかには、実

際の使用には耐えられなかったと思われる歪みが大

きな不良品も混在する。これらは、土師器皿がかな

りまとまった数量で取引されたままの状態で使用さ

れ、使用後に問もなく投棄されたことを示している

と考えられる。

また、土師器鍋もかなりまとまった数量で土師器

皿に混じって出土している。残存度も良好で、土師

器皿同様、破損したため廃棄されたというよりも、

土師器皿と同時に使用され、投棄された感が強い。

土師器皿の大量投棄は、鎌倉の都市遺跡、岩手県

平泉の柳御所遺跡、福井県の一乗谷朝倉氏遺跡をは

じめ、県内でも北畠氏関連の多気遺跡群などでも見

られる。饗宴などの行為の後で投棄されたと考えら

れており、中の坊遺跡も同様であった可能性は高い。

土師器皿・鍋に加えて、大和産の花瓶・火鉢など

の瓦質土器、和鏡の出土も考え合わせていくと、一

般集落ではなく、当時の有力階級の屋敷跡と思われ

る。

中の坊遺跡の位置づけ

従来、櫛田川下流部の漕代地区の遺跡については、

中世が中心とされていた。今回の調査では、縄文土

器が下層部から確認された。遺構の確認までは至ら

なかったが、松阪市射和町付近どまりであった縄文

時代の遺跡がさらに下流部に広がる可能性がある。

漕代地区で人々の暮らしが本格的になるのは、古墳

時代と考えられる。 E地区からは多量の土錘も見つ

かっており、漁拷活動も伴った生活が展開されたこ

とが示唆される。また、韓式糸土器の出土は、幅広

い交流があったことをうかがわせる。両岸の丘陵部

に連なる古墳群との関連は不明であるが、中の坊遺

跡は自然堤防上に連なる拠点的な集落のひとつであっ

た可能性はある。歴史時代になると遺構・遺跡は減

る傾向にあるが、室町時代の暗渠から出土した奈良



時代の軒平瓦は、付近に寺院があったことを想定さ

せる。また、多量の製塩土器は櫛田川水運の体系に、

当地が組み込まれていたことも想定させる。櫛田川

流域には、広範囲にわたって古代条里制が分布する

が、中の坊遺跡の位置は、条と里が交差する場所に

近いことRもわかっている。鎌倉時代になると、集

落の中心は古川遺跡などに移るが、室町時代になる

と集落の中心は西側に移り、当地に大規模な溝を備

えた屋敷がつくられたと考えられる。北畠氏の典隆

とともに栄えたであろう当地も、織田勢による攻勢

や度重なる氾濫も加わり廃絶していったのであろう。

⑬ 田阪仁「N 名張市赤目町壇・柏原遺跡」 （『昭和58年度農業基

盤整備事業地域埋蔵文化財発掘調査』 1984年、三重県教育委員会）

⑭ 菅原正明前掲書

⑮ 福田哲也前掲書

⑯ 菅原正明前掲書

⑰ 山本雅靖 「志摩式嬰塩土器考」 （『考古学論集第3集』 1990年、

歴文堂書店）

⑱ 「勢陽五鈴遺響」に「西黒部…食塩ヲ焼テ出ス方俗黒部塩卜賞ス」

とある。 （『勢陽五鈴遺響4 飯野郡・飯南郡・多気郡』三重郷土

資料刊行会、 1977年）

⑳ 谷岡武雄前掲書
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A地区

: 登録 器種 遺構 計測値 (cm) 調 整 技 法 特 徴 胎土
焼
色調 残存 備 考

番号 出土位置 口径 底径 器高
の

成

018 須懇器 SK I 3 15.0 4 6 内側～外側体部ロクロナデ、外側上部ロクロケズ やや粗(~1 良 灰 3/5 
1 
-03 杯蓋 (A)E-5 前後 前後リ mm砂粒含）

056 土師器S字状 SK I 5 13.8 体部 内側体部ナデ、内外部口縁部横ナデ、外側体部ハ 密 良 浅黄橙 ロ縁部 3/8 外面スス付着
2 

(A)B-4 -01 ロ縁台付甕 25.2 ケメ (3~4本/cm) 台部欠く

057 土師器S字 SK 1 5 13.2 体部 28.1 内側台部オサエ後ナデ、底部横ナデ、内側体部ナデ やや密 やや 浅黄橙 口縁部 1/5 高台径89cm完存
3 
-01 状口緑台付甕 (A)B-4 24 7 内外部口縁部横ナデ、外側体部ハケメ (3~5本/cm) 良 体部 1/2 

013 土師器 SK 1 5 17.5 調整不明瞭 やや密 並 淡黄 杯部ほぼ完 脚部欠く
4 
-02 高杯（杯） (A)B-4 存

013 土師器 SK 1 5 12 2 内側裾部ナデ、裾部端面横ナデ、外側裾部・脚部 やや密 並 浅黄橙 脚部ほぼ完
5 
-01 高杯（脚） (A)B-4 ハケメ 存

013 土師器 SK I 5 11.8 内側裾部ナデ、裾部端面横ナデ、外側面取り風ハ やや密 並 灰白 I/ 5 
6 
-03 高杯（脚） (A)B-4 ケメ

016 土師器 SK 1 5 8 2 8 7 8 7 内側体部ケズリ、内側口縁部～外側底部ナデ、ロ やや粗(~1 並 にぶし＼ ほぼ完存
7 
-01 小型丸底壷 (A)B-4 唇部横ナデ mm小石含） 黄橙

016 土師器 SK I 5 8.5 9.7 9.9 内側体部ケズリ、内側口縁部～外側底部ナデ、 粗(~3mm小 並 にぶい ロ縁部 3/8
8 
-02 小型丸底壷 (A)B-4 石含） 黄橙 欠く

016 土師器 SK 1 5 9.0 10.0 96 内側体部ケズリ、内外側口緑部ナデ、外側体部ハ 粗(~35mm 並 浅黄橙 ロ縁部 1/5， 
-03 小型丸底壷 (A)B-3 ケもしくはケズリ後ナデ 小石含） 欠く

017 土師器 SK15 9.4 9.6 9.3 内側体部ケズリ、内側体部上部～外側体部上部ナ やや粗 (~2 並 にぶい ロ縁部
10 
-01 小型丸底壷 (A)B-4 デ、外側底部ケズリ mm小石含） 橙 13/16欠く

017 土師器 SK 1 5 9.2 9.4 10 2 内側体部ケズリ、内側体部上部～外側体部上部ナ 粗(~3mrn小 並 浅黄橙 ロ縁部 2/3
11 
-03 小型丸底壷 (A)B-4 デ、外側体部下部ケズリ 石含） 欠く

016 土師器 SK15 9.3 10.1 10.1 内側体部ケズリ、内側口縁部～外側体部上部ナデ 粗(~3mm小 並 淡赤橙 ロ縁部 1/2
12 
-04 小型丸底壷 (A)B-4 、外側体部下部ケズリ 石含） 欠く

016 土師器 SK15 8 2 9.4 9.3 内側体部ケズリ、内側口縁部～外面体部ナデ及び やや密 並 にぶい ロ縁部 1/4
13 
-05 小型丸底壷 (A)B-3 オサ工、外側底部ケズリ 橙 欠く

017 土師器 SKI5 7.8 9.6 9.5 内側体部ケズリ、内側口縁部～外側体部上部ナデ やや粗 (~1 並 橙 ロ縁部 1/4
14 
-02 小型丸底壷 (A)B-4 、外側体部下部～底部ケズリ 5mm小石含） 欠く

017 土師器 SK15 9.7 内側体部ケズリ、内側体部上部ナデ、外側ケズリ 粗(~3mm小 並 淡黄 ロ縁部欠く
15 
-04 小型丸底壷 (A)B-4 石含）

013 土師器 P i t 1 8.7 4.0 10 7 内外側ナデ やや密 並 淡黄 完存 高台に砂痕
16 
-04 二重日縁壷 (A)D-6 （微砂粒） 一部に黒斑あり

001 土錘 SK2 径 穴径 長さ 密 良 にぶい 完存 重さ 678g 
17 

(A)D-1 -06 1.4 0.6 5.2 橙

001 緑釉陶器 SK5 89 ロクロナデ、高台貼り付け後ナデ、全体に施釉 密 良 灰白 1 / 1 2 釉黄緑がかった緑
18 
-05 椀 (A)D-1 前後

015 土師器 SK14 24.8 体部 内側体部下部ナデ、内側体部上部ハケメ、口縁部 やや密 並 浅黄橙 ロ縁部 5/8 接合痕あり
19 

(A)F-5 -01 長胴甕 22.6 ナデ、外側体部ハケメ ロ縁に沈線

055 土師器 包含層 12.9 4.9 内側ナデ、口縁部横ナデ、外側体部オサエ後ナデ やや密 やや 淡黄 ロ縁部 4/5
20 
-02椀 (A)E-5 内側に削痕・エ具跡 良 欠く

003 土師器 SDI 8.9 2.4 内側底部ナデ、内外側体部横ナデ、外側底部オサ 密(~5mm小 良 灰白 ほぼ完存
21 
-04 皿 (A)D-1 工後ナデ 石含）

010 土師器 SDI 22.0 体部 内側底部ケズリ、内側体部～外側口縁部ナデ、外側体 やや密 並 浅黄橙 ロ縁部 3/8 4 b 
22 
-01 鍋 (A)E-2 20.6 部ハケメ(4本/cm)、外側底部ケズリ、内側口頚部ハケメ

014 土師器 SK3 7.2 0.6 内側底部～外側口縁部ナデ、外側底部オサエ・ナ 密 並 浅黄橙 完存
23 

(A)F-5 -06 小皿 デ

003 土師器 SK3 7.2 1.1 内側底部ナデ、口縁部横ナデ、外側底部オサエ後 密 並 浅黄橙 完存
24 

(A)F-5 -02 小皿 ナデ

002 土師器 SK3 7.7 1.3 内側底部ナデ、口縁部横ナデ、外側底部オサエ後 密 並 浅黄橙 完存 ロ縁に煤付着
25 
-06 小皿 (A)F-5 ナデ 灯明皿

014 土師器 SK3 7.8 1.0 内側底部～外側口縁部ナデ、外側底部オサエ・ナ 密 良 浅黄橙 完存 油煙付着
26 

(A)F-5 -01 小皿 デ 灯明皿

014 土師器 SK3 7.9 1.4 ナデ 密 良 浅黄橙 完存 ロ縁に油煙付着
27 
-02 小皿 (A)F-5 灯明皿

002 土師器 SK3 8.0 1. 7 内側底部ナデ、口縁部横ナデ、外側底部オサエ後 密 良 浅黄橙 底部欠く
28 

(A)F-5 -05皿 ナデ

第 1表遺物観察表
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A地区

番 登録
器種
遺構 計測値 (cm)

調 整 技 法 特 徴 胎土
焼
色調 残存 備 考万ロ 番号 出土位置 ロ径 底径 器高

の 成

003 土師器 SK3 80 1. 7 内側底部ナデ、口縁部横ナデ、外側底部オサエ後 密 良浅黄橙 完存
29 
-01 皿 (A)F-5 ナデ

003 土師器 SK3 7 7 1 6 内側底部ナデ、口縁部横ナデ、外側底部オサエ後 やや密 並 淡赤 完存
30 
-03 皿 (A)F-5 ナデ

014 土師器 SK3 7 8 1. 7 内側底部～外側体部ナデ、外側底部オサエ・ナデ やや密 並 橙 完存
31 
-04 皿 (A)F-5 （細砂粒）

014 土師器 SK3 7.7 1.6 内側底部～外側体部ナデ、外側底部オサエ・ナデ やや密 並 浅黄橙 1/2 
32 
-05 皿 (A)F-5 

014 土師器 SK3 8.2 1 9 内側底部～外側体部ナデ、外側底部オサエ・ナデ 密 良 浅黄橙 完存
33 
-03 皿 (A)F-5 

001 土師器 SK3 12 1 2 4 内側底部ナデ、口縁部横ナデ、外側底部オサエ後 やや密 並 浅黄橙 完存
34 
-02 皿 (A)F-5 ナデ、両側に指オサエ痕

001 土錘 SK3 径 穴径
35 

長さ 密 良 にぶい ほぼ完存 重さ 1292g 

-07 (A)F-5 2.0 0.6 5.7 橙

002 砥石 SK3 厚さ 幅 長さ 浅黄 凝灰岩
36 
-03 (A)F-5 0.7 3.2 12.6 

001 土師器 SD6 19 0 体部 内側体部ナデ、口縁部横ナデ、外側肩部オサエ後 やや密 並 淡黄 1 / 4 外側に煤付着
37 
-01 鍋 (A)B-5 19 4 ナデ、外側体部ハケメ (7.8本/cm) 小型 2 C 

002 陶器 SD6 6.1 内外側ロクロナデ、高台貼り付け後ナデ、糸切痕 密 良 灰白 1/2 高台に籾殻痕
38 
-04 山茶椀 (A)B-5 尾張6

011 土師器 SD7 6.8 0.8 内側底部～外側口縁部ナデ、外側底部オサエ やや密(~10 並 淡黄 完存 灯明皿内外面に
39 
-09 小皿 (A)B-5 mm砂粒含） 油煙付着

021 土師器 8D7 6.7 0.7 内側ナデ、外側オサエ やや密(~10 並 浅黄橙 完存
40 
-01 小皿 (A)B-5 mm砂粒含）

012 土師器 SD7 7.2 1.0 内側ナデ、外側オサエ 密 並 浅黄橙 完存
41 
-06 小皿 (A)B-5 （微砂粒）

021 土師器 8D7 8.1 0.8 内側ナデ、外側オサエ やや密(~10 並 浅黄橙 完存
42 
-02 小皿 (A)B-5 mm砂粒含）

009 土師器 SD7 7.3 0.8 外側ナデ、外側オサエ 密 並 浅黄橙 3/4 歪み大きく皿の体な
43 
-12 小皿 (A)B-5 さず

009 土師器 S07 7 6 0.8 内側ナデ、外側オサエ 密 並 浅黄橙 完存
44 
-11 小皿 (A)B-5 

009 土師器 SD7 7.9 1.0 
45 

外側ナデ、外側オサエ 密 並 浅黄橙 完存

-10 小皿 (A)B-5 

012 土師器 SD7 8.0 1.8 
46 

外側ナデ、外側オサエ・ナデ やや密(~15 良 浅黄橙 完存

-01皿 (A)B-5 mm砂粒含）

012 土師器 8D7 7.9 1.5 
47 

外側ナデ、外側オサエ やや密(~I0 並 淡黄 完存

-02皿 (A)B-5 mm砂粒含）

012 土師器 8D7 7.5 1.5 外側ナデ、外側オサエ やや密(~l0 良 浅黄橙 完存
48 
-03皿 (A)B-6 mm砂粒含）

009 土師器 SD7 7.7 2 0 内側底部～外側体部ナデ、外側底部オサエ・ナデ 密 並 浅黄橙 3/4 
49 
-08皿 (A)B-5 

009 土師器 8D7 7.4 1.8 内側底部～外側体部ナデ、外面底部オサエ後ナデ 密 並 浅黄橙 完存
50 
-07皿 (A)B-5 

009 土師器 8D7 7.7 1 9 内側底部～外側体部ナデ、外面底部オサエ後ナデ 密 並 浅黄橙 3/4 
51 
-09皿 (A)B-5 

012 土師器 8D7 8.0 1.8 内側ナデ、外側オサエ・ナデ 密(~l.Omm 良 橙 完存
52 
-05皿 (A)B-5 砂粒含）

021 土師器 SD7 6.9 ~ 1.9 
53 

内側ナデ、外側オサエ・ナデ 密(~I5mm 並 淡黄 完存

-03皿 (A)B-5 8.4 砂粒含）

021 土師器 8D7 7 .2~ 1.7 内側ナデ、外側オサエ・ナデ 密(~15mm 並 浅黄橙 完存
54 
-04皿 (A)B-5 7.9 砂粒含）

009 土師器 SD7 7.6 2.2 内側底部～外側体部ナデ、外面底部オサエ後ナデ密 並 灰白 完存
55 
-05皿 (A)C-5 

011 土師器 SD7 7.8 2.0 内側ナデ、外側オサエ・ナデ 密(~15mm 並 にぶい 完存
56 
-08皿 (A)B-5 砂粒含） 橙

第2表遺物観察表

-39-



A地区

: 登録 器種 遺構 計測値 (cm) 調 整 技 法 特 徴 胎土
焼
色調 残存 備 考

番号 出土位置 口径 底径 器高
の

成

021 土師器 SD7 6 9~ 1.9 内側ナデ、外側オサエ・ナデ やや密 良 浅黄橙 完存
57 
-03 皿 (A)B-5 8 4 （微砂粒）

011 土師器 SD7 7 9 2.5 内側ナデ、口縁部横ナデ、外側体部～底部オサエ 密 並 灰白 完存
58 

(A)B-5 -07 皿 内側口縁部にエ具痕

009 土師器 8D7 8.3 2.4 内側底部～外側口縁部ナデ、外側体部～外側底部 密 並 灰白 3/4 
59 

(A)C-5 -06 皿 オサエ

009 土師器 SD7 10.6 1 9 内側～外側体部ナデ、外側体部オサエ やや密 並 浅黄橙 完存
60 
-01 皿 (A)B-5 

009 土師器 SD7 11.8 2 0 内側～外側体部ナデ、外側体部オサエ やや密 並 浅黄橙 完存
61 
-02 皿 (A)B-5 体部に指オサエ痕あり

009 土師器 SD7 11.5 2.2 内側～外側体部ナデ、外側体部オサエ やや密 並 淡黄 完存
62 

(A)B-5 -03 皿

009 土師器 SD7 11 5 2 2 内側～外側体部ナデ、外側体部オサエ 密 並 浅黄橙 完存
63 
-04 皿 (A) B-5 底部にエ具痕

011 土師器 SD7 11.5 2.3 内側底部ナデ、口縁部横ナデ、外側体部～外側底 やや密(~l5 並 橙 7/8 
64 

(A)B-5 -01 皿 部オサエ・ナデ mm砂粒含）

011 土師器 SD7 11.3 2.3 内側底部ナデ、口縁部横ナデ、外側体部～外側底 やや密(~15 並 橙 7/8 
65 
-02 皿 (A)B-6 部オサエ・ナデ mm砂粒含）

011 土師器 SD7 12.2 2 2 内側～外側体部ナデ、外側体部オサエ 密 並 橙 完存
66 

(A)B-5 -03 皿 （微砂粒含）

011 土師器 8D7 11.5~ 2.0 内側～外側体部ナデ、外側体部オサエ やや粗(~20 並 橙 完存
67 
-05 皿 (A)B-5 12.0 外側底部中央に板目状圧痕 mm砂粒含）

011 土師器 SD7 10 8~ 2.1 内側ナデ、外側オサエ やや密(~20 並 浅黄橙 完存
68 
-06 皿 (A)B-5 11 4 mm砂粒含）

021 土師器 8D7 110~ 2.1 内側底部ナデ、体部指手延ばし、外側底部オサエ 粗(~15mm 並 橙 完存
69 
-05 皿 (A)B-5 11.5 砂粒含）

011 土師器 8D7 12.4~ 2 7 内側底部ナデ、口縁部横ナデ、外側体部～外側底 やや粗(~30 並 淡黄 完存
70 
-04 皿 (A)D-2 13.0 部オサエ・ナデ 砂粒5mm小石含）

019 土師器 SD7 22.4 体部 内側底部ケズリ内側体部ナデ内側頚部ケズリロ縁部横 やや密 並 淡黄 ロ縁部 煤付着
71 
-02 鍋 (A)B-5 21.4 ナデ外側体部上部ハケメ外側体部下部ケズリ 1/2 4 C 

021 土師器 SD7 23.2 体部 内側体部ナデロ縁部横ナデ外側体部ハケメ (4~7• やや密(~10 並 浅黄橙 ロ縁部 煤付着
72 
-06 鍋 (A)B-5 21 0 8本/cm)外側底部ケズリ mm砂粒含） 1/8 4 C 

005 土師器 8D7 26.1 体部 内側底部ケズリ内側体部～外側口縁部ナデ外側体部 やや粗 (~2 並 浅黄橙 ロ縁部 煤付着
73 
-01 鍋 (A)B-5 23.6 ハケメ (7本/cm)外側体部下部ケズリ mm砂粒含） 1/2 4 C 

004 土師器 8D7 28.1 体部 内側底部オサエ内側体部下部ケズリ内側体部～外側口 やや粗 (l~ 並 淡黄 ロ縁部 煤付着
74 
-01 鍋 (A)B-5 25.6 縁部ナデ外側体部ハケメ(5本/cm) 外側底部ケズリ 2mm砂粒含） 完存 4 C 

020 土師器 SD7 29.4 体部 内側底部ケズリ内側体部ナデロ縁部横ナデ外側体部 やや密 並 淡黄 ロ縁部 煤付着
75 
-01鍋 (A)B-6 30.8 ハケメ (6本/cm)外側底部ケズリ （微砂粒） 4/5 4 b 

008 土師器 8D7 34.0 体部 内側底部ケズリ内側体部ナデロ縁部横ナデ外側体部 やや粗(~1 並 淡黄 ロ縁部 煤付着
76 
-01 鍋 (A)B-5 31.1 ハケメ (7~ 8本/cm)外側底部ケズリ mm砂粒含） 2/5 4 b 

007 土師器 SD7 32.8 体部 内側体部ナデ ロ縁部横ナデ 外側口頚部ナデ やや密 並 浅黄橙 ロ縁部 煤付着
77 
-01鍋 (A)B-5 31.2 外側体部ハケメ (5本/cm)外側底部ケズリ 灰黄褐 4/5 4 C 

055 土師器 8D7 12.7 体部 内側体部オサエ横ナデ ロ縁部横ナデ 外側体部 密 並 灰白 ロ縁部 茶釜形
78 
-01鍋 (A)C-5 18 8 ハケメ (5本/cm) 把手ナデ 1/4 内側に粘土接合痕

012 陶器 8D7 6.0 底部、糸切痕、外面体部ロクロナデ 密 良 灰白 底部
79 
-07 卸皿 (A)B-4 （微砂粒） 1 / 2 

012 青磁 8D7 高台 ロクロケズリ 高台ロクロケズリ、施釉 密 良 灰白 1/3 釉：緑灰、運弁紋
80 

(A)C-4 -08椀 6.2 （微砂粒） 龍泉窯産

012 青磁
81 

8D7 高台 ロクロケズリ 施釉 密 良 灰白 2/5 釉オリーブ灰、見込み

-09椀 (A)D-3 5.4 （微砂粒） 印花紋、龍泉窯産

001 瓦質土器 S07 両側ナデ、スタンプ紋 密 良 灰 花瓶類の頸部か
82 
-03 花瓶？ (A)C-4 

001 瓦質土器 8D7 径 ナデ 密 良 褐灰 脚部か把手部分か
83 

(A)C-5 -04 花瓶？ 3.2 

002 瓦質土器 8D7 ナデ 密 良灰 火鉢の上部。線刻紋
84 
-01 火鉢 (A)D-3 85と同一個体？
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番 登録
器種
遺構 計測値 (cm)

調 整 技 法 特 徴 胎土
焼
色調 残存 備 考

号 番号 出土位置 ロ径 底径 器高
の 成

002 瓦質土器 SD7 ナデ 密 良 黄灰 火鉢の上部。線刻紋
85 
-02 火鉢 (A)D-3 84と同一個体？

018 土師器 SK 1 2 12 7 2 5 内側底部ナデ ロ縁部横ナデ 外側底部オサエ やや粗 並 浅黄橙 ほぼ完存 底部に穿孔
86 
-01 lIIl (A)E-4 

022 土師器 SD 1 8 7.5 0. 7 ~ 内側ナデ外側オサエ 密(1mm砂粒 良 淡黄 ほぼ完存
87 
-01 小皿 (A)F-5 1 6 含）

022 土師器 SD 1 8 7.9 1.2 内側ナデ外側オサエ 密(1mm砂粒 良 淡黄 完存 歪みあり
88 
-02 小皿 (A)F-5 含）

022 土師器 SD 1 8 7 7 1 0 内側ナデ外側オサエ やや密(1mm 並 灰白 3/5 煤付着
89 
-04 小皿 (A)D-5 砂粒含） 歪みあり

022 土師器 SD 1 8 80 1.2 内側ナデ外側オサエ 密(1mm砂粒 並 灰白 3/5 
90 
-03 小皿 (A)F-5 含）

021 土師器 8D18 11 5 2.3 内側底部ナデ ロ縁部横ナデ 外側底部オサエ やや密(~2mm 並 浅黄橙 完存
91 
-07 皿 (A)F-5 砂粒、5mm小石）

018 土師器 SD 1 8 11.3 2.5 内側底部ナデ ロ縁部横ナデ 外側底部板目圧痕 やや粗(~1 並 淡黄 完存
92 
-05 皿 (A)F-5 、外側底部中央ナデ mm砂粒含）

018 士師器 SD 1 8 12 4 2.4 内側底部ナデ ロ縁部横ナデ 外側底部オサエ やや粗(~1 並 にぶい 3/4 
93 
-04 皿 (A)C-6 mm砂粒含） 黄橙

018 土師器 8D18 11 9 2.8 内側底部ナデ ロ縁部横ナデ 外側底部オサエ やや粗(~1 並 浅黄橙 完存
94 
-06 皿 (A)C-6 mm砂粒含）

019 土師器
95 

8D18 30.0 鍔径 内側体部ナデ ロ縁部横ナデ 外側口縁部オサエ やや粗(~1 並 灰白 1 / 1 0 

-01 羽釜 (A)F-5 前後 42前後 ナデ 鍔部横ナデ 外側体部ハケメ mm砂粒含）

018 陶器 SD 1 8 13.7 6.0 5.7 内側底部～外側体部ロクロナデ 高台貼り付けナ やや粗(~1 並 浅黄 ほぼ完存 籾殻痕あり自然釉
96 
-02 山茶椀 (A)C-6 デ糸切痕 mm砂粒含） 付着、尾張6

022 士師器 SK22 13.6 2 4 内側底部ナデロ縁部横ナデ 外側底部オサエ・ やや密(2mm小石 並 浅黄橙 完存
97 
-05 皿 (A)E-1 ナデ 、5mm小石含）

023 士師器 SK22 21.4 体部 内側体部ナデ ロ縁部横ナデ 外側体部ハケメ（ やや粗 (~2 並 浅黄橙 ロ縁部 煤付着
98 
-03 鍋 (A)E-1 22.3 6本/cm) mm砂粒含） 1/6 

023 士師器 SK22 27.6 体部 内側体部ナデ ロ縁部横ナデ 外側体部上部ハケ やや密 (~1 並 灰白 口縁部 煤付着
99 
-02 鍋 (A)E-1 27.4 メ (6本/cm) 外側体部下部ナデ 5mm砂粒含） 1/6 4 b 

023 土師器 SK22 30.7 体部 内側体部ナデ ロ縁部横ナデ 外側体部ハケメ（ やや粗(~1 並 淡黄 ロ縁部
100 
-01 鍋 (A)E-1 29 0 4• 5本/cm) 5mm砂粒含） 1/3 4 a 

055 青磁 包含層 5 8 ロクロナデ 高台ケズリ出し 施釉 密 良 灰白 ロ縁部 印刻花文
101 
-03 椀 (A)B-3 釉緑 1/3 

B地区

063 土師器 SH66 9.6 18 2 内側底部ナデ 内側板ナデ・オサエ・ナデ外側口頚部 粗(~2mm 並 にぶい 完存
102 

(B)D-6 -01 壷 ナデ外側体部ナデ・板ナデ・オサエ外側底部ケズリ 小石含） 橙

035 土師器 SH66 内側底部オサ工、外側体部ナデ、外側底部ケズリ 粗(~2mm 並 にぶい 底部のみ
103 
-03 壷 (B)D-6 小石含） 褐

066 土師器 SH66 15.5 60 内側底部ナデ 内側体部工具によるナデ ロ頚部 やや密 並 橙 口頚部 煤が薄く付着
104 
-01 壷 (B)D-5 横ナデ 外側体部ナデ・ケズリ外側底部ナデ 1/2 

029 土師器 SH66 8.5 13 3 内側～外側体部ナデ 外側底部ケズリ 粗 (~2mm 並 にぶい 完存
105 
-02 丸底壷 (B)D-5 小石含） 橙

029 土師器 SH66 11.0 13 6 ロ頚部ケズリ後ナデ 内側～外側体部ナデ 外側 粗 (~3mm 並 浅黄橙 完存
106 
-03 丸底壷 (B)D-5 底部ケズリ 小石含）

043 土師器 SH66 6.7 内側体部ナデ、口縁部横ナデ 外側体部ナデ やや密 並 灰黄褐 1/2 
107 
-03 小型平底壷 (B)D-5 

025 土師器 SH66 6.8 6.1 8.1 内側体部指ナデ 内外側口縁部ナデ 外側口頚部 粗 (~lmm 並 にぶい ロ縁部
108 
-03 小型乎底壷 (B)E-6 オサエ 外側体部ナデ 外側底部ケズリ 小石含） 橙 1/5 

025 土師器 SH66 7.3 4 5 7.8 内側体部ナデ 内外側口縁部横ナデ 外側体部ナ やや粗 (~2 並 浅黄橙 ロ縁部
109 

(B)E-4 -04 小型乎底壷 フ~ー mm小石含） 2/3 

062 土師器 SH66 10.0 内側体部ナデ及びオサエ 内外側口縁部ナデ 外 やや粗 (~3 並 にぶい ロ縁部
110 
-03 小型平底壷 (B)D-6 側体部ナデ mm小石含） 橙 1 /2 0 

035 土師器 SH66 9 4 台部工具ナデ底部ナデ外側台部オサエナ 粗 (~2 並 橙 台部分のみ
111 
-05 台付甕 (B)D-5 デ mm小石含） 完存

第4表遺物観察表

-41一



B地区

番 登録
器種
遺構 計測値 (cm)

調 整 技 法 特 徴 胎土
焼
色調 残存 備 考

号 番号 出土位置 ロ径 底径 器高
の 成

058 土師器 SH66 15.3 体部 内側体部ケズリ後ナデ及びオサエ 内側口縁部ナ 粗 (~6mm 並 にぶい 1 / 3 
112 
-01 台付甕 (B)E-6 24.5 デ 外側口縁部横ナデ 外側体部オサエ及びナデ 小石含） 橙

059 土師器 SH66 17.0 台部 32.9 内側台部オサエナデ 内側体部ナデ 内側肩部オサエナデ やや粗 (~2 並 橙 ロ縁部1/2
113 

(B)D-5 -01 台付甕 10.9 ロ縁部横ナデ 外側体部ナデ 外側体部下部オサエナデ外側台部ナデ mm小石含） 欠く

060 土師器 SH66 15.9 台部 30.0 台部ナデ 内側肩部ハケメ工具ナデ ロ縁部ナデ やや密 並 にぶい ロ縁部・台
114 
-01 台付甕 (B)E-6 9.5 推定 外側肩部ハケメ(6本/cm) 橙 部完存

062 土師器 SH66 21.5 14.0 16.3 内側脚部ケズリ内外裾部ナデ 外側脚部横ナデ 外側杯 粗 (~9mm 並 橙 ほぼ完存 杯部下部に稜線
115 

(B)D-6 -01 高杯 部横ナデ 内側杯部ケズリ 小石含）

026 土師器 SH66 20.2 14.5 15.0 内側脚部ケズリ 内側裾部～外側杯部～内側杯部 やや密(~l 並 浅黄橙 杯部3/4
116 
-01 高杯 (B)D-6 ナデ裾端部横ナデ mm砂粒含） 灰黄褐

026 土師器 SH66 16.5 10.8 13.0 内側杯部～外側～外側裾部ナデ 内側脚部シボリ やや密 並 淡黄 完存
117 

(B)D-6 -02 高杯 （一部ケズリ）裾端部横ナデ 浅黄橙

032 土師器 SH66 17.7 11.5 12.7 杯部～内側裾部ナデ 内側脚部シボリ痕 密 良 にぶい 1/2 杯部下部に稜線
118 
-01 高杯 (B)E-5 橙 内外面に煤付着

032 土師器 SH66 16.0 10.7 13.1 内側杯部～外側杯底部ナデ 外側脚部面取り風ナデ 密 良 橙 杯部完存
119 
-02 高杯 (B)D-5 裾部横ナデ 内側裾部ナデ 内側局部シボリ痕 脚部 1/3

027 土師器 SH66 17.5 11.0 13.6 内側杯部ナデ杯部体部横ナデ 外側底部～外側脚 やや粗(~1 並 橙 杯部完存
120 
-02 高杯 (B)D-6 部ナデ 外側裾部横ナデ風ナデ 内側脚部ケズリ mm砂粒含） 脚部1/3

029 土師器 SH66 15.7 11.0 12.7 ナデ 内側脚部ケズリ 粗 (~4mm 並 橙 ほぼ完存
121 

(B)D-6 -01 高杯 小石含）

062 土師器 SH66 15.5 11.5 12.8 内側杯部ケズリ及びナデ外側杯部ナデ外側脚部縦ナデ 粗 (~5mm 並 黄橙 脚部 1/8
122 
-02 高杯 (B)D-5 裾部ナデ 内側脚部ナデ 小石含） 橙 欠く

027 土師器 SH66 14.5 11.1 12.5 内側杯底部ナデ杯体部横ナデ外面杯底部～外側脚 やや粗 (1~ 並 黄橙 完存
123 

(B)E-6 -01 高杯 部ナデ 裾部横ナデ内側脚部ケズリ 2mm砂粒含）

028 土師器 SH66 16.4 10.0 13.0 内側杯底部ナデ杯体部横ナデ外側杯底部ナデ外側 やや粗 Cl~ 並 橙 杯部完存
124 

(B)D-5 前後 前後-01 高杯 脚部面取り風ナデ裾部横ナデ 内側脚部ケズリシボリ痕 7mm砂粒含） 脚部 1/8

025 土師器 SH66 16.6 11.1 12 6 内側杯底部ナデ杯体部横ナデ外側杯底部ナデ外側 やや密 並 橙 杯部3/4
125 

(B)E-5 -01 高杯 脚部工具ナデ 裾部横ナデ 内側脚部ケズリ 脚部完存

024 土師器 SH66 17.4 10.8 14.3 口縁部～外側杯体部横ナデ 外側杯底部～外側脚部 やや粗 (3m 並 橙 杯部2/3 三方に透かし
126 

{B)D-6 -01 高杯 ナデ 裾部横ナデ 内側脚部ケズリ シボリ 小石粒含） 脚部 1/2

067 土師器 SH66 22 0 14.0 16.3 杯内側工具アタリ杯部体部横ナデ外側体部横ナデ やや密 並 浅黄橙 杯部3/4
127 

(B)D-5 -01 高杯 外側脚部ナデ裾部横ナデ内側脚部ナデシボリ 脚部完存

025 土師器 SH66 15.2 10.6 14 0 内側杯部～外側脚部ナデ 裾部横ナデ 内側脚部シ やや密 並 橙 杯部 1/2
128 

(B)D-4 -02 高杯 ボリ痕 脚部2/3

063 土師器 SH66 17.3 11.1 13.0 内側杯部～外側杯体部ナデ 外側杯体部工具ナデ やや粗(3mm 並 にぶい 完存
129 
-02 高杯 (B)D-6 外側脚部ナデ 内側脚部ケズリ 小石粒含） 橙

031 土師器 SH66 16.5 11.0 13.0 内側杯部～外側杯体部ナデ 外側脚部ナデ 裾部 やや密 並 浅黄橙 完存
130 

(B)D-6 -02 高杯 横ナデ内側脚部シポリ痕 オサエ

031--01 土師器 SH66 20.6 14.0 16.0 内外側杯部ナデ ロ縁端部に強い横ナデ 外側脚 やや密 並 橙 杯部ほぼ完
131 
叩 2 (B)E-6 高杯 部ナデ（板ナデ風） 裾部横ナデ 内側脚部ナデ 存脚部5/6

030 土師器 SH66 16 2 8.8 12.6 杯部ナデ 外側脚部ミガキ 裾部ナデ内側脚部 粗(3mm小石 並 にぶい 完存
132 

(B)D-5 -01 高杯 ケズリ 粒含） 黄橙

061 土師器 SH66 17.1 14.4 杯部～外側脚部ナデ内側脚部ナデ ケズリ やや密 (~5 並 浅黄橙 杯部ほぼ完
133 

(B)E-6 前後-01 高杯 皿IVJヽ石粒含） 存裾部欠く

031 土師器 SH66 16.5 11.0 12.8 内側杯部～外側脚部～内側裾部横ナデ・ナデ 内 やや密(15m 並 にぶい 杯部完存
134 

(B)E-6 -03 高杯 側脚部オサエ 小石微砂粒含） 黄橙 脚部 1/3

030 土師器 SH66 15.0 12.0 12.8 内側杯部～内側裾部ナデ 内側脚部ケズリ 粗(3mm小石 並 橙 杯部完存
135 

(B)D-6 -02 高杯 粒含） 明黄褐 脚部5/6

024 土師器 SH66 15.1 11.8 10.2 内側杯部～外側杯部ナデ 外側脚部工具ナデ やや密(~4 並 橙 ほぼ完存
136 
-02 高杯 (B)D-6 裾部横ナデ 内側胸部ケズリ 皿IVJヽ石粒含）

035 土師器 SH66 10.8 内側杯部ナデ外側杯部ナデ外側杯底部ナデオサエ やや密(~2 並 浅黄橙 脚部 1/3 
137 

(B)E-4 -06 高杯 外側脚部縦ナデ 裾部横ナデ 内側脚部ケズリ mrrvJヽ石粒含） にぶい

076 土師器高杯 SH66 21 0 ナデ 粗 並 淡赤褐 1 /6 
138 

(B)D-5 -02 （杯）

037 土師器高杯 SH66 21.0 内外側ナデ やや粗 (l~ 並 橙 1 /6 
139 

(B)D-5 -01 （杯） 2mm小石含）
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039 土師器高杯 SH66 15.2 内外側ナデ 密 並 橙 1/4 粘土接合痕有り

140 
(B)D-6 -01 （杯）

034 土師器高杯 SH66 21.6 内外側ナデ やや密(~1 並 黄橙 2/3 
141 

(B)E-6 cm石含） 橙-01 （杯）

061 土師器高杯 SH66 18.7 内外側ナデ やや密 並 にぶい 杯部完存
142 

(B)D-5 橙-02 （杯）

035 土師器高杯 SH66 16.3 内外側体部横ナデ 外側底部オサエ 体部：杯部 やや粗 (~3 並 橙 杯部完存

143 
-04 （杯） (B)D-6 を手延ばしして成形後横ナデ mm砂粒含）

035 土師器高杯 SH66 17 7 内側底部ナデ ロ唇部横ナデ 外側底部オサエ やや粗 (~3 並 浅黄橙 杯部ほぼ
144 

(B)D-6 mm砂粒含） 完存-01 （杯）

034 土師器高杯 SH66 17 2 外側ナデ やや密 (~6 並 橙 7/8 胎土に雲母多。

145 
-04 （杯） (B)E-5 mm石粒含）

034 土師器高杯 SH66 16.7 内側体部ナデ 外側体部横ナデ 外側底部オサエ やや密 並 橙 1/2 
146 

(B)E-6 -05 （杯） 後ナデ

034 土師器高杯 SH66 16.6 内外側ナデ やや密 並 浅黄橙 1 /2 胎土に雲母多。
147 
-02 （杯） (B)E-6 

035 土師器高杯 SH66 15.9 内側底部ナデ 内外側体部横ナデ やや粗 (~2 並 にぶい 杯部完存
148 
-02 （杯） (B)D-6 mm砂粒含） 橙

033 土師器高杯 SH66 16 3 内側体部工具によるナデ 外側体部ナデ やや密 良 にぶい 杯部完存 外面煤付着
149 

(B)D-6 橙-01 （杯） 内側に板アタリ痕あり

033 土師器高杯 SH66 17 7 内外側ナデ 密 並 にぶい 杯部完存 粘土接合痕あり
150 
-02 （杯） (B)D-6 黄橙 外面煤付着

037 土師器高杯 SH66 16.8 内外側ナデ やや粗 (1~ 並 橙 3/8 
151 
-02 （杯） (B)D-6 3mm砂粒含）

039 土師器高杯 SH66 15.0 ナデ やや密 並 にぶい 1/4 
152 
-03 （杯） (B)F-5 黄橙

039 土師器高杯 SH66 15.7 ナデ やや密(~lm 並 橙 1 / 4 
153 
-02 （杯） (B)E-5 m小石砂粒含）

034 土師器高杯 SH66 15.4 ナデ やや密 並 黄橙 杯部完存
154 
-03 （杯） (B)D-6 

037 土師器高杯 SH66 外側ナデ 内側ケズリ やや粗 並 にぶい 脚部2/3
155 

(B)D-6 -04 （脚） 橙

038 土師器高杯 SH66 99 外側工具によるナデ・粗い面取り裾部ナデ やや粗 並 淡黄 脚部 1/ 4 
156 

(B)F-5 -02 （脚） 内側ケズリ

038 土師器高杯 SH66 14 0 外側ナデ 内側ケズリ やや粗 並 橙 脚部 1/6
157 
-01 （脚） (B)D-5 

031 土師器高杯 SH66 14.0 外側ナデ裾部ナデ 内側シボリ やや密 並 浅黄橙 脚部3/4
158 
-04 （脚） (B)D-5 

038 土師器高杯 SH66 11 4 外側工具によるナデ（面取り）裾部ナデ内側 やや粗 並 にぶい 脚部完存
159 
-03 （脚） (B)D-6 ケズリ 黄橙

037 土師器高杯 SH66 11.6 外側ナデ 裾部ナデ内側シボリ痕 やや粗 (1~ 並 橙 脚部2/3
160 

(B)D-6 -03 （脚） 4mm小石含） 灰褐

038 土師器高杯 SH66 外側ナデ 内側シポリ痕 やや粗 並 にぶい 脚部3/4
161 

(B)D-5 -04 （脚） 橙

054 須恵器 S064 44.0 内側肩部タタキロ縁部ナデ外側口縁部にタタ 粗 (-2mm 良 オリー 1/8 
162 
-01甕 (B)E-5 キ痕あり 小石含） ブ灰

071 土師器 SA51 17.0 2.5 内面底部ナデ 体部横ナデ 外側底部ケズリ・ナ やや密 並 橙 1/4存
163 
-02皿 (B)B-2 デ

071 土師器 SA51 18 5 2.5 外側体部ナデ 外側底部ケズリ 内側風化のため やや密 並 橙 2/3 
164 
-01皿 (B)B-2 ミガキ・暗文等不明

040 灰釉陶器 SA51 14.0 7 0 2.3 ロクロケズリ 底部にヘラ切痕施釉・内側は2 密 良 灰白 1/2 
165 
-01皿 (B)B-2 度かけ

040 灰釉陶器 SA 5 1 7.3 1 7 削り出し高台糸切痕 密 良 灰白 完存 椀の2次加工品？
166 
-02 転用硯？ (B)B-2 

039 製塩土器 SA51 20.0 20.0 6.4 内側体部ナデ内外側上部横ナデ外側体部ナデ やや密(~lm 並 橙 1 / 1 0 
167 
-04 (B)B-2 オサエ外側底部横ナデ m小石砂粒多）

第6表遺物観察表
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B地区

番 登録
器種
遺構 計測値 (cm)

調 整 技 法 特 徴
号 番号 出土位置 ロ径 底径 器高

の

039 製塩土器 S A 5 1 22.0 21 0 6.2 内側体部ナデ内外側上部横ナデ外側体部ナデ
168 
-05 (B)B-2 オサエ外側底部横ナデ

039 襲塩土器 SA 5 I 16.5 18 0 60 内外側体部ナデオサエ外側体部下部ケズリ外
169 
-06 (B)B-2 側底部ナデ

054 緑釉陶器 8D64 7.8 内側ロクロナデ後施釉 外側ロクロナデ
170 
-03 椀 (B)E-5 貼り付け高台糸切痕

045 軒平瓦 SD64 凹面ナデ 凸面ケズリ
I 71 
-01 (B)F-5 

046 平瓦 8D64 縄タタキ
172 
-01 (B)F-6 

043 砥石 SK52 厚さ
173 

(B)B-5 -04 1 5 

042 土師器 S056 8.6 2.3 ナデ及ぴオサエ
174 
-04 皿 (B)E-3 

042 土師器 8D56 10.0 2.2 ナデ
175 
-05 Jill (B)B-3 

042 土師器 8D56 10.0 2.1 内外面ナデ及びオサエ
176 
-06 皿 (B)B-3 

041 土師器 8D56 16.0 3.8 ナデ
177 
-03 皿 (B)B-3 

042 土師器 SD56 20.0 体部 内側底部ケズリ内側体部～外側口縁部ナデ 外側体部
178 
-02 鍋 (B)C-3 19.5 上部ハケメ (5本/cm) 外側体部下部ケズリ

042 陶器 8D56 19 7 ロクロナデ後施釉外側体部下部ケズリ
179 
-01 乎椀 (B)C-3 

041 陶器 SD56 ロクロナデ後施釉
180 

(B)A-3 -05 直縁大皿

041 陶器 SD56 60 ロクロナデ貼り付け高台ナデ糸切痕
181 

(B)A-3 -04 山茶椀

042 陶器 SD56 60 ナデ 貼り付け高台
182 
-03 山茶椀 (B)E-3 

041 陶器 8D56 21.0 ロクロナデ後施釉
183 

(B)D-3 -01 壷

041 陶器 SD56 12.2 3.1 6.8 ロクロナデ施釉削り出し高台
184 

(B)C-3 -02 天目茶碗

044 瓦質土器 ~D56 体部 ナデ
185 
-01 風炉 (B)C3D3 約40

043 土錘 S056 径 穴径 長さ
186 
-05 (B)D-4 1.4 0.4 4.1 

053 銅鏡 SD56 径
187 
-02 (B)D-3 6 5 

054 土師器 SK59 7.7 1.0 ナデ
188 

(B)D-5 -02 小皿

043 青磁 8D64 5.9 ロクロナデ後施釉削り出し高台外側底部ケズ
189 

(B)F-5 -02椀 リ

043 陶器 8D64 15.2 7.1 5.6 ロクロナデ 高台貼り付けナデ糸切痕
190 

(B)E-4 -01 山茶椀

054 土錘 8D64 径 穴径 長さ
191 
-04 (B)E-4 1.3 0.4 5.0 

076 灰釉陶器 SA51 7 8 7 2 1.5 側面未調整
249 
-01 転用硯？ (B)B-2 ~9 2 

皇文箆描の横位沈線
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胎土
焼
色調

成

やや密 (~I 並 橙

mm砂粒多）

やや密(~lm 並 灰褐

m小石砂粒多） 橙

やや密 良 灰

粗 (~Imm 並 外灰白

小石含） 内淡黄

粗(~1mm 並 外灰白

小石含） 内淡黄

やや粗 (~5 やや 淡黄

mm小石含） 不良

やや粗(~1 並 淡黄

mm小石含）

やや粗(~1 並 浅黄橙

mm小石含）

やや密 並 淡黄

オリープ黄

やや粗 (~2 やや 灰白

mm小石含） 良

やや密 並 灰白

やや粗 (~3 良 灰白

mm小石含）

やや密 良 灰

灰白

やや密 良 灰白

密 並 灰

密 並 橙

粗 (~2mm 並 灰白

小石含）

密 並 灰白

やや粗 (~8 並 灰白

mm石含）

粗 (~lmm やや にぶい

小石含） 不良 黄橙

密 良 灰白色

やや粗）

黄橙

やや粗(4mm小並にぶい

石，2mm小石含） 橙

残存

1 / 5 

1 / 6 

1 / 1 0 

完存

1/3 

1 /2 

3/8 

1/3 

1/3 

1 / 1 0 

1 3 / 1 6 

3/4 

1 / 3 

1 /2 

ロ縁部 1/2

脚部 1/6

完存

完存

底部完存

1 / 3 

ほぼ完存

完存

備 考

釉明緑灰

均整唐草文

3 b 

内側に重ね焼の痕あ

り

足がつく

釉：灰オリーブ

渥美6

糸切痕

尾張6

釉：灰褐

花菱紋スタンプ

5 75g 

腐食大

双鳥草花鏡か

歪みあり

尾張6

166と同様

未完成品？

後期

後期

乎底片



C地区

t 登録 器種 遺構 計測値 (cm) 調 整 技 法 特 徴 胎土
焼
色調 残存 備 考

番号 出土位置 ロ径 底径 器高
の

成

052 縄文土器 暉下層 内側ナデ やや密（微砂 並灰黄褐 後期
194 
-07 (C)V-2 外側ナデ 箆描の横位沈線無紋 粒含）

052 縄文土器 SK91下層 内側ナデ やや粗(15nm 並 褐灰 後期
195 
-06 (C)K-1 外側ナデ 縄文箆描の横位沈線 小石、細砂粒

051 土師器 SK73 7.2 1.1 内側ナデ 外側オサエ やや粗 (~1 並 灰白 完存
196 
-06 小皿 (C)D-2 2mm小石含）

051 土師器 SK73 6.7 1.4 内側ナデ 外側オサエ やや粗 (~1 並 灰白 完存
197 
-07 小皿 (C)D-2 ~7 7 2mm小石含）

050 土師器 SK73 11.3 2.5 内側～外側体部ナデ 外側底部オサエ やや粗 並 灰白 3/4 
198 
-03 皿 (C)D-2 （微粒）

051 土師器 SK73 11 5 2.7 内側～外側体部ナデ 外側底部オサエ やや粗 並 灰白 1 /2 
199 
-01 皿 (C)D-2 

051 土師器 SK73 11. 7 2.6 内側～外側体部ナデ 外側底部オサエ やや粗 並 灰白 5/8 
200 
-02 皿 (C)D-2 外側底部にエ具痕

075 土師器 SK73 26.0 体部 内側底部ケズリ内側体部ナデ 内側口頚部ハケ 内側日 粗(-25mm 並 浅黄橙 1/2 3 a 
201 
-01 鍋 (C)D-2 24.3 縁器I具ナデ日唇部～外側口頚部ナデ外側体部ハケ外側底部ケズリ 小石含）

074 土師器 SK73 32.0 体部 内側ケズリ内側体部～外側口頚部ナデ外側体部ハヶ 粗 (~Imm 並 灰黄褐 5/8 3 a 
202 
-01 鍋 (C)D-2 31.4 外側底部ケズリ 小石含）

050 陶器 SK73 体部 ロクロナデ外側肩部・体部に沈線 やや粗(1~2 並 灰白 体部 1/2 三筋壺
203 
-01 壷 (C)D-2 19.4 mm小石含）

050 瓦質土器 SK73 15.0 6.5 5.4 内側ナデ外側オサエ暗紋 やや粗（微粒 並 灰白 1/2 
204 
-02 片口鉢 (C)D-2 ） 

053 鉄製品 SK73 
205 
-03 刀 (C)D-1 

051 土師器 SK75 7.8 1.2 内側ナデ 外側オサエ やや粗(1~2 並 灰白 ほぼ完存
206 

(C)F-1 -04 小皿 mm小石含）

051 土師器 SK75 8.0 1.1 内側ナデ 外側オサエ やや粗 並 灰白 完存
207 
-05 小皿 (C)F-1 （微砂粒）

051 土師器 SK75 7.8 1 5 内側ナデ 外側オサエ外側底部にエ具痕 やや粗 並 灰白 3/4 
208 

(C)F-1 -03 小皿 （微砂粒）

050 土師器 SK75 11.0 2.4 内側～外側体部ナデ 外側底部オサエ やや粗 並 灰白 3/8 
209 
-04 皿 (C)F-1 （微砂粒）

065 土師器 SK75 20.2 体部 内側体部ナデ ロ縁部横ナデ 外側体部ハケメ (7 粗(~15mm 並 灰白 1 /2 2 
210 
-01 鍋 (C)F-1 21.5 本/cm)外側底部ケズリ 砂粒多く含） 淡黄

065 土師器 SK75 21.5 体部 内側体部ナデ ロ縁部横ナデ 外側体部ハケメ (7 粗(~15mm 並 褐灰 1/3 2 
211 
-02 鍋 (C)F-1 21.5 本/cm) 外側底部ケズリ 砂粒含）

051 土錘 SK77 径 穴径 長さ やや粗 (1~ 並 灰白 完存
212 
-08 (C)G-2 3.5 1.1 5 5 2mm小石含）

069 陶器 SK78 16.8 ロ縁部ロクロナデ やや粗 (l~ 並 淡黄 1/2 
213 
-02壷 (C)H-1 2mm小石含）

053 鉄襲品 SK78 
214 
-05釘 (C)H-1 

053 鉄製品 SK84 
215 
-07釘 (C)H-2 

052 土師器 SK85 11 2 2.7 ナデ やや密 並 灰白 完存
216 
-01 !Ill (C)K-1 

052 土師器 SK85 11 5 2.4 内側底部ナデ 体部横ナデ 外側底部オサエ・ナ やや密 並 灰白 完存
217 
-02皿 (C)K-2 デ指オサエ・ナデで成形

068 土師器 SK85 32.1 体部 内側底部ケズリ 内側体部～外側口縁部ナデ 外 やや粗(1~3 並 浅黄橙 1/4 4 C 
218 
-01鍋 (C)M-2 29.4 側体部ハケメ (5本/cm) 外側底部ケズリ mm小石含）

069 土師器 SK85 26.4 鍔径 内側底部ケズリ 内側体部～鍔部ナデ 外側体部 やや粗(1~3 並 浅黄橙 1/3 
219 
-01 羽釜 (C)M-2 31 3 (4本/cm) mm小石含）

052 陶器 SK94 8.0 4.5 1.9 ロクロナデ糸切痕 密 良 灰白 1/2 朱皿、内側磨減
220 
-05 山皿 (C)F-1 尾張6

073 陶器 SK94 43.0 内側ナデ・オサエ ロ縁部ロクロナデ 肩部ナナ やや密 良灰 1/4 
221 
-01甕 (C)F-1 メ方向ハケメ (4本/cm)外側体部ロクロナデ

第 8表遺物観察表
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C地区

: 登録 器種 遺構 計測値 (cm) 調 整 技 法 特 徴 胎土
焼
色調 残存 備 考

番号 出土位置 ロ径 底径 器高
の 成

053 銅銭 SK94 完存 皇宋通賓
222 
-01 (C)G-1 

052 土師器 SK98 11 3 2.5 内側ナデ・オサエ ロ縁部ナデ 外側底部ナデ・ やや密 並 淡黄 3/4 
223 

(C)E-1 -03 皿 オサエ

052 陶器 SK98 7.8 1.6 ロクロナデ糸切痕 密（微砂粒） 良 灰白 完存 口唇部に自然釉
224 

(C)E-1 -04 山皿 常滑7

D•E地区

072 土師器 SK48 16.0 5.6 26.0 内側ナデオサエ ロ縁部横ナデ 外側体部ナデオ 粗(1,2mmの 並 明黄褐 1 / 3 外側に煤付着
225 

(E)B-2 -01 壷 サエ（板ナデ）底部未調整 砂粒含） にぶい

047 土師器 SK48 17.5 内側～口唇部横ナデ 外側体部オサエナデ外側 やや密(1mm 並 橙 1/3 
226 
-02 高杯（杯） (E)B-2 底部オサエ脚部ナデ の砂粒）

047 土師器 SK48 16.6 内側ナデ 内側肩部にエ具痕 口頚部横ナデ外側口 粗(~3mm砂 並 灰色 1 / 3 韓式系土器
227 

(E)B-2 -01 甕 頚部タタキ外側肩部に沈線(1本で螺旋を描く） 粒含）

049 土錘 SK48 径 穴径 長さ やや粗(~1 並 黄橙 ほぼ完存
228 
-01 (E)B-2 1.0 0.4 5.2 mm砂粒含）

049 土錘 SK48 径 穴径 長さ やや粗(~1 並 明赤橙 ほぼ完存
229 

(E)B-2 -06 1.8 0.3 5.6 mm砂粒含）

064 土師器 SK68 12.6 7.7 23.1 内側ナデ ロ縁部横ナデ外側体部ハケメ (56本/cm) 粗(~2mm砂 並 橙 ほぼ完存 体部181cm、体部
230 

(E)B-2 -01 台付甕 外側体部中央部ケズリ裾部ナデ 台内側ケズリ底部未調整粒含） 粒含） に穿孔（焼成後）

070 土師器 SK68 20.8 15 5 14.5 ナデ脚部内側ケズリ やや密（微砂 並 浅黄橙 杯部 1/ 3 
231 
-01 高杯 (E)B-2 粒） 脚部4/5

049 土師器 SK69 6.8 8.5 ロ縁部横ナデ 外側体部ナデ 外側底部ヘラケズ やや粗(~1 並 淡黄 ほぼ完存
232 
-09 小型丸底壷 (E)B-2 リ mm砂粒含）

047 須恵器 包含層 13 8 ロクロナデ やや密(~1 良 灰色 1/4 
233 

(E)B-2 -04 杯蓋 mm砂粒含）

048 ロクロ土師器 SD27 9.4 5.2 1 8 内側底部ナデ 内外側体部横ナデ 糸切痕 やや粗(Imm 並 浅黄橙 2/3 
234 
-01 皿 (E)C-2 砂粒少量含）

047 土師器 8D27 11 9 5 1 内側ナデロ唇部横ナデ外側体部上部オサエ やや粗(1mm 並 にぶい 7/8 
235 

(E)D-2 -03椀 外側体部下部ケズリ外側底部ナデ 砂粒含） 橙

070 土師器 8D27 12.0 ナデ やや粗（微砂 並 にぶい 7/8 
236 

(E)E-2 -02 椀 粒） 橙 底部欠く

048 須恵器 8D27 17.0 8.0 6.2 ロクロナデ貼り付け高台ナデ やや密 良 灰 口縁部 1/8
237 
-02椀 (E)D-2 前後 前後 底部1/3

048 ロクロ土師器 包含層 17.0 7 0 
238 

5.2 ロクロナデ 貼り付け漏台ナデ糸切痕 やや粗(1~3 良 灰白 ロ縁部1/16

-06椀 (E)D-2 mm砂粒含） 高台1/2

048 ロクロ土師器 包含層 7 0 ロクロナデ 貼り付け高台ナデ糸切痕 やや粗(~l 並 浅黄橙 高台完存
239 
-03 椀 (E)Q-2 mm砂粒含）

049 土錘 包含層 径 穴径 長さ 粗 (1~2m 並 橙 ほぼ完存 32 6g 
240 

(E)Q-2 -05 2.4 0.5 6.0 砂粒含）

049 土錘 包含層 径 穴径 長さ やや密 並 黄橙 ほぼ完存 4 9g 
241 
-07 (E)D-2 1.1 0.3 2.9 

049 土錘 包含層 径 穴径 長さ 粗 (1~2m 並 黒 ほぼ完存 8 5g 
242 
-08 (E)Q-2 1 3 0.3 6 3 砂粒含）

049 士錘 包含層 径 穴径 長さ 粗 (1mm砂 並 浅黄橙 ほぼ完存 6 5g 
243 
-03 (E)D-2 1.0 0 4 5.4 含）

049 土錘 包含層 径 穴径 長さ やや粗 並 にぶい ほぼ完存 7 3g 
24 4 
-04 (E)D-2 1 2 0.4 5.5 黄橙

047 陶器 SD27 8.6 ロクロナデ 貼り付け高台後ナデ 糸切痕 やや粗(2mm 良 灰白 高台完存 渥美6
245 
-05 山茶椀 (E)E-2 砂粒含）

048 陶器 SK29 17.0 9.0 5.2 ロクロナデ 貼り付け高台後ナデ 糸切痕 やや粗(1mm 良 灰白 ロ縁部 1/6 渥美6
246 
-05 山茶椀 (E)D-2 砂粒含） 高台1/2 籾殻痕

049 土錘 SK29 径 穴径 長さ やや粗(1mm 並 浅黄橙 ほぼ完存
24 7 
-02 (E)D-2 1 8 0.5 6.6 砂粒含）

048 陶器 包含層 7.8 ロクロナデ 貼り付け高台後ナデ 糸切痕 やや粗(2mm 良 灰白 高台完存
248 

(D)A-11 -04 山茶椀 砂粒含）

第 9表遺物観察表
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図版4

S H66遺物出士状況 （東から
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図版5

B地区 S H66遺物出土状況 （南から）
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図版7

C地区 S K81 (西から）
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9ì／
1
 

＂ふ
5

., 

ー
ゞ
ゞ
~じ
1吋

'D 

＂ 

’¥
 

E地区

----63-



図版9

""I-

~ 

漕代幼稚園の訪問 (1996.9.4)

-64-



図版10

2
 

巳
7
 

10 

塁

,< 

費

ー

眉 に
15 16 

12 

19 

出土遺物 (1:3) 

-65-



図版11

26 

29 

31 

52 60 

ぶ

34 
53 61 

39 

54 63 

- 41 

55 66 

43 噌
67 

44 

’ 
46 

72 

47 

48 

50 73 

出土遺物 (1:3) 

-66-



図版12

匹~

ーエ瀑冒凰~ 芦

及
i
-

＇呵塁•

78 

＼ヽ 

75 79 

•, ' - _,. .,. ~--=---今 ＿—-喜

77 

• 
80 

83 

84 

重謳一
76 一
｀ 85 

89 

出土遺物 (1:3) 

崎 7-



図版13

,,..,__u 

一

” 
99 

... 
95 

冒
100 

--

102 

／
 

~ 知~

一
董
▼‘
 L

.

 

．．
 r, 

応

108 

105 106 馳 109 

143 144 

出土遺物 (1:3)

-68ー



図版14

115 

112 

囮靡

-量~

116 

113 117 

出土遺物 (1:3) 

--69-



図版15

冒
.. 

野... 

゜119 123 

ペ 鵬ー 鳶

｀ 慮：
l!I 

11:11, 

120 124 

~ 

—. .,. 
t
 =-"" 

121 125 

£.."II 

鬱 ：゚：

~
 
、
J
 
骨

122 126 

出土遺物 (1:3) 

-70-



図版16

127 

liliilM; 

麗已

岳
、--~!"!; 如盃D

131 

~-,,ii 

128 132 

• 
ノ，
／
 

ーソブ
＂ 

129 133 

』
』

~ 
130 134 

出土遺物 (1:3)

ー 71-



図版17

に直=--
r
 霞

〇鴫霰『
血

135 ＼ 

罠

謳
148 

136 

149 

150 163 

r. 

166 164 

ー-p 
鼻

..I 

169 168 167 

174 

~ ＂ 

171 172 

出土遺物 (1:3) 

-72-



図版18

＇ r-
185 

ー・――

,,.. ... , 
--. -. 

＇、`・`：‘・ぶ‘
、~-.'- -,'. --ーノ、、9

,; .... ~""'f',;,c,; 

一ヽ- --.. ~- --~- . .. 
， 
ヽ

.,., 
一鴫l● ,,___,,.,, 

185 195 

203 

193 

195 

197 

．
 

丙
＂＼
ふ`
へ`

＾
 

へ`ヽ＇ 
＿全

‘
`
f
9
1

1
.
 

<
 

9
.
 

•9_-t» 

，
 

『

J
"
S

・ー・・・

t
 

，
 

‘‘
 ，ヽ

、・・

．．
 
、J

、．,＇-

》

―

．．
 
-
｝
 

へ一

・̀ 

,.，‘ 
.. 

L}

t

{

r

J

し

t
`

．^-i
 .

｀

メ

↓
,
 

~
 

[~`

J.,

—  ̀

.t4 ‘̀ 
名
ヽ

P

一

,

．ぷ
3冒

＇り， 沿岨~馳

＇ ” 

及“1 
、
ft対．
し
'‘•. 
』̂-

r
 

:
 

ぷ

9
 .• 

9
 

f
q
,
≪
5
.
 

..2'
、)`

•
へ
‘

.
J
.い

‘“― 

t

、
~
;

5
 

5
文
ぶ
・
ふ
＼
＂

．ヽ・
夕
t"伶
"'f

、`
f
1
.

＂75 

｛．て、ゎ`い
』

187 202 

出土遺物 (1:3,187は1:1)

ー 73-



図版19

喝

｀
 

204 

＇國■糾

210 

211 

覧9

227 216 

208 

220 

218 

222 

~ 璽■

224 ~j ＼
 ，
 

- 1 
/ 

234 219 

出土遺物 (1:3,222は1:1) 

ー 74-



図版20

221 

225 

-, 

231 

ヽ
望

232 

—~ ,--

235 237 

246 248 

出土遺物 (1:3) 

-75-



報告書抄録

ふりがな なかのぼういせきはっくっちょうさほうこく

事自 名 中の坊遺跡発掘調査報告

副 書 名

巻 次

シリーズ名 三重県埋蔵文化財調査報告

シリーズ番号 146-2 

編著者名 伊藤裕之石淵誠人

編集機関 三重県埋蔵文化財センター

所 在 地 〒515-0325 三重県多気郡明和町竹川 50 3 tt 0596-52-1732 

発行年月日 1 9 9 7年3月31日

ふりがな ふ り が な コード 北緯 東経 調査面積

調査期間 調脊原因

所収遺跡名 所 在 地 市町村；遺跡番号
0 , ,, 0 I II m 2 

みえけんまつさかしめだ 19960819 平成8年度

なかのぼういせき 三重県松阪市目田
34° 136° 県営ほ場整
32' 35' ～ 1,300 

備事業（漕中の坊遺跡 ちょうあざなかのぼう 02" 32" 
町字中の坊 19961122 代地区）

所収遺跡名 種別 主な時代 主 な遺構 主 な遺物 特記 事項

中の坊遺跡 集落跡 縄文時代 縄文土器、石器（フレ
イク）

古墳時代 竪穴住居、土坑、ピッ 土師器、須恵器、韓式 一辺8.5mの大型竪穴
卜 系土器、土錘 住居跡から50余りの士

師器高杯が出土。

奈良～ 土坑、溝、ピット 土師器、瓦（軒平）
平安時代

鎌倉・ 土坑、土塁、溝、井戸、 土師器、陶器、磁器、 大溝3条（うち 1条に
室町時代 ピット 瓦質土器（火鉢）、銅 は石組みの痕跡）

銭、土錘



平成 9(1997)年 3月に刊行されたものをもとに

平成 19(2007)年 7月にデジタル化しました。

三重県埋蔵文化財調査報告146-2

中の妨遺跡
1997 (平成 9年）年 3月

編集発行 三重県埋蔵文化財センター

印 刷有限会社第ープリント社


